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今月の人口�
平成18年6月1日現在（前月比）�

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の�
　集計が一致しない月もあります。�
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7 暮らしのカレンダー� 夜間緊急医輪番表（午後7時～午後11時）�20067July

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館�
【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター�
【観】観来館　　　　【開】作手開発センター�

暮らしのカレンダー� 夜間緊急医�

1 土�

2 日�

3 月�

4 火�

5 水�

6 木�

7 金�

外来のみで、午後７時から午後１１時ま
でですので受診を希望される方は、容
態を事前に連絡してお越しください。
また、緊急医は都合で変わることがあり

ながしのクリニック�（ 長 篠 ）�
☎32-3223

荻野医院� （ 長 篠 ）�
☎32-0020

今泉病院� （ 栄 町 ）�
☎22-1150

織田医院� （下吉田）�
☎34-0021

原田小児科内科医院�（大野田）�
☎23-3221

永田内科� （ 諏 訪 ）�
☎23-3301

さくら眼科� （上平井）�
☎22-4100

茶臼山厚生病院� （ 富 沢 ）�
☎22-2266

くまがい医院� （ 富 永 ）�
☎23-6800

石川整形外科クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6500

緑が丘診療所� （緑が丘）�
☎24-4026

静巌堂医院� （ 副 川 ）�
☎35-0022

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

今泉医院� （玖老勢）�
☎35-1003

今泉医院� （玖老勢）�
☎35-1003

今泉病院� （ 栄 町 ）�
☎22-1150

おさだファミリークリニッ（ 本 町 ）�
☎23-7772

おさだファミリークリニッ（ 本 町 ）�
☎23-7772

星野病院� （ 大 野 ）�
☎32-1515

さくら眼科� （上平井）�
☎22-4100

皮フ科新栄クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6022

皮フ科新栄クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6022

内山医院� （ 平 井 ）�
☎24-1212

内山医院� （ 平 井 ）�
☎24-1212

春日眼科� （ 杉 山 ）�
☎24-3222

西新町内科整形外科外科医院�（東新町）�
☎22-0372

森下医院� （ 布 里 ）�
☎36-0002

宮本病院� （ 海 老 ）�
☎35-0811

中村医院� （ 的 場 ）�
☎22-2863

ほうらいクリニック�（ 大 野 ）�
☎32-1026

布絵展（～31日）【観】　設楽原ウォーキング【資
】�

設楽原決戦場まつり【資】ほか�

8 土�

9 日�

10 月�

11 火�

12 水�

13 木�

14 金�

ツール・ド・新城（～9日）�
絵本の読み聞かせ【文】（図）　絵日記教室【西

初めてのパン作り【西】�
郷土芸能祭【開】�

アイデア教室【は】�

料理教室【青】�
サミット報告会【文】�

15 土�

16 日�

17 月�

18 火�

19 水�

20 木�

21 金�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
ヒメハルゼミの鳴き声をきく会【資】�

初めてのパン作り【西】�

海の日�

小・中学校修業式�

料理教室【青】�

22 土�

23 日�

24 月�

25 火�

26 水�

27 木�

28 金�

絵本の読み聞かせ【文】（図）　絵日記教室【西】�
市民盆踊り大会【文】（はなのき広場）�
体育室親子無料開放（午後）【青】�

29 土�

30 日�

31 月�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�

アイデア教室【は】�

総人口…52,422人�

男………25,689人�

女………26,733人�

世帯数…16,234世帯�

出生……23人�

死亡……49人�

転入……  91人�

転出……108人�

（－42）�

（－13）�

（－29）�

（＋  8）�

今月の表紙�

　五月晴れとなった5月25日（木）、
早乙女姿の東郷東小学校5年生の児
童らが、小学校東隣の水田約6アー
ルに「お田植えの音楽」に合わせ
て苗を植えました。�
　このお田植え祭りは、平成12年
に市内で献穀祭が行われたことを
きっかけに始まりました。�
　踊りを終えた白頭萌花さんは、
「田んぼの中ですが、うまく踊れ
ました。秋の刈り取りまですくす
く育ってほしい」と豊作を期待し
ていました。�

東郷東小でお田植え祭り�
さ�

さ�

はく�とう�もえ�か�

おと�め�

つき�
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新城市民病院�

経営改善アクションプラン�

特集�

　
今
日
の
医
師
不
足
問
題
は
全
国
的
な
傾
向
で
す
。
と
り
わ
け
地
方
部
に
お
け
る
公
立
病
院
で

は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
お
り
、
と
く
に
産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
の
外
来
診
療
の
休

診
、
入
院
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
の
ス
ト
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
救
急
医
療
体
制
の
崩
壊
と
い
っ
た

状
況
が
多
く
の
地
域
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
も
同
じ
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
東
三

河
北
部
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
医
療
環
境
の
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
状
況
の
中
で
、
2
月
21
日
c
に
「
新
城
市
民
病
院
改
革
委
員
会
」
を
設
置
し
、
3
回
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　た
か
し�

会
議
を
重
ね
、
3
月
30
日
e
に
は
改
革
委
員
会
委
員
長
　長
　隆
　氏
か
ら
穂
積
市
長
と
兵
藤
市
議

会
議
長
に
「
新
城
市
民
病
院
改
革
委
員
会
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん

し�

　
市
民
病
院
は
、
こ
の
改
革
委
員
会
の
報
告
書
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
在
の
危
機
的
状
況
か

ら
１
日
も
早
く
脱
却
す
る
た
め
に
、
短
期
的
、
あ
る
い
は
中
期
的
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
検
討

し
、
こ
こ
に
「
新
城
市
民
病
院
経
営
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。�

�
こ
ん
に
ち�

365日　24時間の�
　安心医療をめざして�
365日　24時間の�
　安心医療をめざして�



1
常勤医師確保と�
　　　　医師の定着化�

¡関連大学・県などと連携強化を図ります�
¡医師公募制を推進します�
¡医師の遠距離通勤について検討します�
¡医師の待遇を改善します�
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現
在
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
に
と
っ
て
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　※

�

休
日
夜
間
を
含
め
た
第
２
次
救
急
医
療
体

制
の
再
建
が
、
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と

い
え
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
地
域

の
2
次
救
急
医
療
の
拠
点
で
あ
る
市
民
病

院
の
常
勤
医
師
確
保
問
題
が
、
地
域
医
療

全
体
の
安
心
と
安
全
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
�

　
と
く
に
、
内
科
系
を
は
じ
め
と
す
る
主

要
各
科
の
常
勤
医
師
確
保
は
、
病
院
運
営

そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
、
関
連
大
学
へ
の
積
極
的
な
医
師
派

遣
依
頼
や
全
国
的
な
医
師
募
集
活
動
お
よ

び
医
師
の
紹
介
を
専
門
と
す
る
民
間
会
社

へ
の
医
師
募
集
業
務
委
託
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
�

　
ま
た
、
臨
床
研
修
医
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
新
城
・
北
設
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
医
療
を
目
指
す
臨
床
研
修
医
の
受
け

入
れ
シ
ス
テ
ム
を
確
立
で
き
な
い
か
、
地

域
の
医
師
会
を
は
じ
め
、
県
の
関
係
機
関

や
病
院
、
診
療
所
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て

検
討
を
進
め
、
臨
床
研
修
医
に
関
す
る
関

係
機
関
な
ど
へ
の
指
導
と
理
解
を
促
進
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
�

　
さ
ら
に
、
労
働
環
境
の
極
め
て
厳
し
い

医
師
の
待
遇
改
善
や
遠
距
離
通
勤
を
支
援

す
る
た
め
の
通
勤
ヘ
リ
な
ど
幅
広
い
検
討

が
必
要
で
す
。
同
時
に
、
常
に
的
確
な
診

断
を
補
助
す
る
主
力
医
療
器
械
の
計
画
的

な
更
新
も
医
師
確
保
に
と
っ
て
は
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
な
対
応
と
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
�

�

　
勤
務
医
師
の
定
着
化
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
医
師
に
と
っ
て
働
き
や
す
く
、
自

ら
の
能
力
を
常
に
発
揮
で
き
、
さ
ら
に
は
、

医
師
と
し
て
の
技
術
や
知
識
の
向
上
が
見

込
め
る
医
療
体
制
の
整
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
�

　
　
　
　
　※

�

　
今
日
、
臨
床
研
修
医
制
度
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
大
学
を
卒
業
し
た
若
手

医
師
は
、
医
師
と
し
て
の
ス
キ
ル
（
熟
練

し
た
技
術
）
を
高
め
る
た
め
に
、
自
ら
病

院
を
選
ぶ
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
選

ば
れ
る
病
院
と
し
て
は
、
技
術
力
の
高
い

研
修
指
導
医
が
勤
務
し
て
い
る
か
、
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
学
び
た
い
症
例
は
ど
う
か
な

ど
が
病
院
の
評
価
の
差
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
臨
床
研
修
医
に
選
ば
れ
る

病
院
は
、
結
果
的
に
医
師
定
着
率
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も
、
少
な
か
ら

ず
良
い
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
�

　
一
方
、
市
民
病
院
の
よ
う
な
地
方
の
中

核
病
院
で
、
地
域
医
療
に
熱
心
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
医
師
も
い
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
医
師
に
と
っ
て
、

地
域
医
療
の
実
践
の
場
と
し
て
活
躍
で
き

る
魅
力
の
あ
る
環
境
整
備
や
、
こ
の
病
院

で
長
く
働
い
て
み
た
い
と
思
え
る
病
院
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
�

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
医
師
の
存

在
な
く
し
て
何
も
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
医
師
が
本
来

の
仕
事
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
必
要
な
患
者
情
報
が
院

内
の
ど
こ
か
ら
で
も
、
い
つ
で
も
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
、
常
に
的
確
な
指
示
と
判

断
を
可
能
に
す
る
情
報
化
の
推
進
、
医
療

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
診
断
を
補
助
す
る
器
械

な
ど
の
整
備
、
患
者
さ
ん
の
診
察
、
診
療
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

�

を
医
師
と
と
も
に
支
え
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
技
能
と
知
識
の
向
上
、
そ
し

て
、
病
院
運
営
に
対
す
る
率
直
な
意
見
や

提
言
を
集
約
、
発
信
で
き
る
組
織
の
確
立
、

さ
ら
に
は
、
医
師
と
し
て
の
能
力
と
働
き

に
応
じ
た
適
切
な
待
遇
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
�

医
師
の
定
着
化
対
策�

2

常
勤
医
師
確
保
対
策
�

1
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特集　新城市民病院経営改善アクションプラン�

　
東
三
河
地
域
に
は
、
市
民
病
院
を
含
め

5
つ
の
公
立
病
院
（
豊
橋
市
民
病
院
、
豊

川
市
民
病
院
、
蒲
郡
市
民
病
院
、
東
栄
病

院
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
立
病

院
は
、
自
治
体
が
独
自
に
運
営
し
て
い
る

た
め
、
密
接
な
医
療
連
携
体
制
を
確
立
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

�

　
豊
橋
市
民
病
院
は
、
こ
の
地
域
の
３
次

医
療
施
設
と
し
て
、
高
度
･
特
殊
･
専
門

医
療
や
救
急
医
療
な
ど
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
蒲
郡
・
新
城
の
2
つ
の

市
民
病
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
2
次

医
療
を
受
け
持
ち
、
豊
川
市
民
病
院
は
、

現
在
２
次
医
療
機
関
で
あ
る
が
、
増
改
築

計
画
に
併
せ
3
次
医
療
へ
の
機
能
強
化
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
東
栄
病
院
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

�

は
、
診
療
科
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
１

次
な
い
し
は
1.5
次
的
な
機
能
を
果
た
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
�

　
そ
う
し
た
中
で
、
医
療
技
術
は
日
々
目

覚
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
歩
し
て
お
り
、
同

時
に
市
民
の
医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、

よ
り
高
度
に
専
門
的
な
も
の
を
求
め
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
�

 
そ
こ
で
、
東
三
河
の
各
公
立
病
院
（
作

手
診
療
所
も
含
む
）
に
は
、
地
域
の
医
療

ニ
ー
ズ
を
客
観
的
に
判
断
し
、
東
三
河
地

域
に
お
け
る
公
立
病
院
と
し
て
の
病
院
機

能
の
あ
り
方
を
、
病
院
間
競
争
で
は
な
く
、

共
存
で
き
る
連
携
体
制
と
し
て
確
立
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
�

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
は
、
ひ
と
つ
の

病
院
で
完
結
す
る
医
療
で
は
な
く
、
医
療

圏
域
全
体
で
完
結
で
き
る
医
療
体
制
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　き　
じ
く

�

内
で
の
病
診
連
携
を
基
軸
と
し
た
住
民
の

健
康
と
安
心
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
�

 
こ
れ
ま
で
市
民
病
院
は
、
総
合
病
院
と

し
て
多
く
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
院
内
で
完

結
で
き
る
体
制
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
明

確
に
し
な
が
ら
、
東
三
河
北
部
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
地
域
に
と
っ
て
不
足
す

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
入
院
医
療
、
特
定
な

診
療
科
、
救
急
医
療
、
在
宅
医
療
な
ど
）

の
提
供
と
地
域
医
療
の
質
（
手
術
、
画
像

診
断
・
臨
床
検
査
の
協
力
体
制
な
ど
）
の
�

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
�

　
　
　
　
　※

�

 
一
方
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
地
域
医
師
会
を
中
心
と
し
て
市
民
病

院
と
診
療
所
の
相
互
理
解
を
促
進
し
、
住

民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
病
診
連
携
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
�

地
元
医
師
会
と
の
協
調
・
協
力
関�

係
の
確
立
と
病
診
連
携
の
推
進�

2

東
三
河
地
区
公
立
病
院
の
�

連
携
と
機
能
分
担
�

1

病病・病診連携の強化�

¡東三河北部医療圏の連携を強化します�
¡東三河地区公立病院との連携と機能分担を推進し�
　ます�
¡病診連携の推進に努めます�
¡地域医療連携室を充実します�

※臨床研修医制度……国家試験に合格した医師が、一般的な病気を的確に診療できる基礎的能力を養成するために、 2年間の初期研�
　　　　（Ｐ４）　　修として行う必修の臨床研修制度�
※コメディカル………医師と協同して医療を行う、看護師、准看護師、薬剤師、放射線技師、検査技師、臨床工学技士、理学療法士�
　　　（Ｐ４）　　　などの病院職員�
※１次救急医療（第１次救急医療体制）�
　　　　（Ｐ５）……平日の初期医療を担う診療所などでの診療および休日夜間診療所や市医師会などによる在宅当番医制方式で、�
　　　　　　　　　　休日・夜間の急病患者に対する診療を行うこと�
※２次救急医療（第２次救急医療体制）�
　　　　（Ｐ４）……入院治療を必要とする重症救急患者の医療を担当する体制。 1次救急の後方体制としての機能を主目的とする�
　　　　　　　　　　ものであり、 2次医療圏を単位として病院郡輪番制により対応�
※３次救急医療（第３次救急医療体制）�
　　　　（Ｐ５）…… 2 次救急で対応が困難であるような、より高度で専門的な治療を要する重症の急病患者や、生命にかかわる治�
　　　　　　　　　　療を必要とする診療を行う救急医療�
※プライマリ・ケア…疾病の初期治療。患者が最初に利用する医療は、身近な地域の医師との信頼関係に基づき、適切な診断処置お�
　　　　　（Ｐ５）　よび以後の診療の方法の指導がなされるべきとする考え方に基づく治療�
※回復期リハビリテーション病棟�
　　　　（Ｐ６）……脳血管疾患・脊髄損傷または大腿骨・骨盤・脊椎・膝関節骨折などの患者に対して医師・看護師・理学療法士�
　　　　　　　　　　などが日常生活動作能力の向上による寝たきり防止と家庭復帰を目的とし、共同して作成したりリハビリテー�
　　　　　　　　　　ションプログラムに基づくリハビリテーションを集中的に行うための病棟�
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現
在
、
市
民
病
院
は
、
病
棟
閉
鎖
と
一

部
診
療
科
の
休
診
や
縮
小
に
よ
る
入
院
・

外
来
患
者
の
激
減
、
待
機
医
師
体
制
が
十

分
に
整
わ
な
い
こ
と
に
よ
る
休
日
夜
間
の

救
急
患
者
受
け
入
れ
制
限
な
ど
診
療
体
制

に
負
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
�

こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
職
員
個
々

の
医
療
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動

機
づ
け
）
を
い
か
に
よ
び
起
こ
す
か
が
、

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
�

　
患
者
さ
ん
の
医
療
ニ
ー
ズ
（
要
求
）
に

「
待
っ
た
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
病
院

は
、
今
で
き
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
な

限
り
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
市
民
病
院
に
対
す
る
信
頼

喪
失
を
最
小
限
に
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
�

　
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
が
働
く
意
欲
を

喪
失
し
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

　
　
け
ん
さ
ん

�

自
己
研
鑽
（
学
問
な
ど
を
深
く
き
わ
め
る

こ
と
）
意
欲
を
支
援
す
る
研
修
参
加
へ
の

支
援
、
職
員
が
真
に
必
要
と
す
る
器
機
・

設
備
・
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
見
直
し
、
多

く
の
女
性
が
就
業
す
る
職
場
の
観
点
か
ら

と
ら
え
た
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環

境
整
備
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、

日
常
業
務
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
よ

り
高
度
で
専
門
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い

る
病
院
へ
の
派
遣
研
修
な
ど
も
検
討
課
題

で
す
。
�

　
ま
た
、
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
化
や

医
師
確
保
の
面
か
ら
は
、
市
民
病
院
で
働

く
こ
と
へ
の
誇
り
と
魅
力
の
提
供
に
つ
い

て
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
�

　
病
院
経
営
の
中
心
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
満
足
度
を
い

か
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ

り
ま
す
。
�

　
市
民
病
院
は
、
基
本
理
念
に
「
温
か
い

心
と
確
か
な
技
術
で
、
地
域
住
民
に
信
頼

さ
れ
選
ば
れ
る
病
院
」
を
掲
げ
、
患
者
さ

ん
を
中
心
に
お
い
た
病
院
運
営
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
病
院
が
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
常
に
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
医
療
環
境
の
整
備
に
努
め
、
地
域
特

性
の
観
点
か
ら
は
、
超
高
齢
社
会
構
造
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
脳
血
管
�

　
　
　
せ
き
ず
い
　
　
　
　
　
　
だ
い
た
い
こ
つ
け
い

ぶ

　
　
　か
　
し
�

障
害
、
脊
髄
損
傷
、
大
腿
骨
頚
部
・
下
肢
�

・
骨
盤
な
ど
の
疾
患
者
さ
ん
を
、
家
庭
生

活
や
社
会
生
活
に
復
帰
す
る
こ
と
を
促
進
�

　
　
　
　
　
　※

�

す
る
た
め
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
が
課
題

と
い
え
ま
す
。
�

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
入
院
治
療
や
外
来

診
療
で
病
院
を
利
用
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
、

治
療
や
診
察
に
つ
い
て
不
安
な
く
安
心
し

て
受
診
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
の
努

力
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
�

患
者
さ
ん
に
優
し
い�

環
　
境
　
づ
　
く
　
り�

2

働
く
意
欲
を
喚
起
す
る
�

環
　
境
　
の
　
整
　
備
�

1

3
病院環境の魅力向上�

¡医療機器の充実を図ります�
¡女性職員にやさしい職場環境をつくります�
¡地域ニーズに則した診療の整備を進めます�
¡患者さん、病院利用者に優しい環境づくりに努め�
　ます�

患者さんとのふれあいがパワーの源�
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特集　新城市民病院経営改善アクションプラン�

 
こ
れ
ま
で
市
民
病
院
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
家
資
格
を
持
つ
職
員
の
職
能
を
中
心
と

し
た
組
織
体
制
を
敷
い
て
き
ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
今
日
の
大
変
厳
し
い
病
院
経

営
を
考
え
た
時
、
職
能
別
に
よ
る
組
織
運

営
は
、
職
種
ご
と
の
専
門
性
や
資
格
に
沿

っ
た
業
務
の
仕
分
け
意
識
が
強
く
、
病
院

運
営
の
効
率
化
や
職
員
意
識
の
改
革
に
と

っ
て
は
、
そ
の
意
識
が
大
き
な
壁
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
病
院
の
経
営

能
力
の
向
上
と
組
織
力
の
強
化
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
壁
を
取
り
払
っ
た
組

織
の
再
編
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
、
従
来
か
ら
の
職
能
別
組
織
運

営
か
ら
病
院
経
営
の
観
点
を
織
り
込
ん
だ

事
業
別
組
織
運
営
へ
と
体
制
を
改
編
す
る

た
め
に
、
入
院
、
外
来
、
在
宅
な
ど
の
医

療
運
営
部
門
、
薬
局
、
放
射
線
、
検
査
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
診
療
支
援
運
営
部
門
、

病
院
の
管
理
・
経
営
を
前
面
に
意
識
さ
せ

た
経
営
管
理
部
門
な
ど
、
部
門
ご
と
の
運

営
責
任
を
明
確
に
表
す
組
織
体
制
の
構
築

を
推
進
し
ま
す
。
�

　
各
部
門
は
、
病
院
最
大
の
使
命
で
あ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
医
師

を
中
心
に
、
医
師
が
そ
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
病
院
経
営
に
関
し
て
は
、
部
門
ご

と
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
管
理
者
（
運

営
部
長
）
と
責
任
者
（
運
営
課
長
）
を
中

心
に
、
常
に
経
営
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
、
経
営
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
意
識
改
革
を

各
部
門
に
定
着
化
さ
せ
、
部
門
ご
と
の
分

権
体
制
の
確
立
と
組
織
全
体
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
で
、
病
院
運
営
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。
�

 
組
織
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
有
能
な

人
材
の
登
用
と
職
員
個
々
の
技
能
・
知
力

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

有
能
な
人
材
を
登
用
す
る
た
め
に
は
、
一

定
の
ル
ー
ル
（
規
則
）
を
定
め
た
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
（
仕
組
み
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
�

　
そ
こ
で
、
客
観
的
な
指
標
で
の
能
力
評

価
と
組
織
の
多
く
の
者
が
納
得
す
る
人
物

評
価
の
両
面
を
兼
ね
備
え
た
、
総
合
的
な

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
可
能
な

限
り
的
確
に
病
院
運
営
に
参
画
で
き
る
人

材
の
育
成
と
能
力
の
見
極
め
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

　
ま
た
、
時
と
し
て
は
、
外
部
か
ら
病
院

運
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
経
営
改
善
の

専
門
家
、
あ
る
い
は
公
募
に
よ
る
人
材
の

発
掘
な
ど
、
広
く
門
戸
を
開
放
し
た
人
材

登
用
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
す
。
�

　
人
材
育
成
の
面
で
は
、
各
部
門
の
管
理

者
は
、
部
門
ご
と
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
案
し
、
市
民
病
院
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
資
質
を
持
っ
た
職
員
が
、
ど
の
程

度
必
要
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
院
内

人
材
育
成
研
修
計
画
を
調
整
し
、
各
部
門

別
あ
る
い
は
職
種
別
の
研
修
参
加
や
学
会

発
表
、
さ
ら
に
は
、
資
格
取
得
な
ど
職
員
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
さ
ん

�

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
自
己
研
鑽
を
誘
導
し

つ
つ
、
職
場
内
全
体
の
質
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。
�

人
材
育
成
と
人
材
登
用�

2

事
業
別
組
織
体
制
へ
の
�

改

組

と

定

着

化
�

1

4
組織改革と人材育成�

¡分権型組織体制づくりを推進します�
¡能力に応じた人材を登用します�
¡有能な民間人を登用します�
¡時代に即した人事評価システムを導入します�
¡人材育成方針と研修計画を強化します�

信頼される医療にむけて�
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病
院
運
営
を
迅
速
か
つ
的
確
に
改
善
し

て
い
く
た
め
に
は
、
穂
積
市
長
や
綿
引
院

長
の
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の
病
院
職

員
が
常
に
病
院
運
営
に
関
心
を
持
ち
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
、
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
改
善
に
対

す
る
提
案
や
意
識
を
職
員
が
み
ん
な
で
共

有
し
、
そ
れ
ら
を
育
て
、
活
か
す
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
改

善
に
対
す
る
意
欲
や
組
織
運
営
へ
の
よ
い

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
�

　
平
成
14
年
度
に
約
1
億
7
千
万
円
の
赤

字
決
算
と
な
っ
て
以
来
、
市
民
病
院
の
経

営
状
況
は
、
好
転
す
る
兆
し
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
特
に
、
平
成
17
年
度
下
半

期
か
ら
は
、
医
師
の
退
職
な
ど
も
影
響
し
、

入
院
・
外
来
患
者
と
も
に
激
減
す
る
状
況

と
な
り
、
約
7
億
円
の
赤
字
決
算
を
見
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ち
ょ
う
ら
く

�

　
こ
の
5
年
間
の
病
院
凋
落
（
お
ち
ぶ
れ

る
こ
と
）
傾
向
の
原
因
は
、
外
発
的
な
要

因
も
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ

り
も
む
し
ろ
、
内
発
的
な
要
因
を
し
っ
か

り
と
分
析
す
る
だ
け
の
病
院
経
営
管
理
を

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
と
い
え
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
、
市
民
病
院
経
営
改
善
計
画
を

策
定
し
、
地
域
医
師
会
と
の
連
携
を
深
め

つ
つ
、
病
院
再
建
に
向
け
て
の
積
極
的
な

医
師
確
保
対
策
に
努
め
、
同
時
に
、
収
入

増
加
対
策
、
支
出
削
減
対
策
へ
の
取
り
組

み
に
関
し
て
は
、
目
標
を
掲
げ
て
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
増
し
て
大
切
な
こ
と

は
、
実
行
を
実
の
あ
る
行
動
と
す
る
た
め

に
「
公
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
の
だ
か

ら
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
甘
え
た
職
員
意

識
を
改
善
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
こ

と
と
な
り
ま
す
。
�

　
市
民
病
院
の
運
営
状
況
を
多
く
の
市
民

の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
は
、

市
民
病
院
に
何
を
期
待
す
べ
き
な
の
か
を

考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
病
院
情
報
の
公
開
の
あ
り

方
や
病
院
に
対
す
る
意
見
・
提
案
の
集
約

方
法
な
ど
を
検
討
し
、
市
民
と
と
も
に
考

え
る
病
院
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
�

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
病
院
の
運
�

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
医
療
関
�

係
者
の
ほ
か
に
、
病
院
を
利
用
さ
れ
る
患

者
さ
ん
や
市
民
の
代
表
の
方
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
市
民
病
院
に
と
っ
て
は
身

近
な
外
部
評
価
者
と
し
て
の
市
民
病
院
経

営
改
革
支
援
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し

ま
す
。
�

　
ま
た
、
現
在
す
で
に
、
院
内
に
は
病
院

を
利
用
さ
れ
る
患
者
さ
ん
へ
の
さ
ま
ざ
ま

な
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
院
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
定
着
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
院
内
の
潤

い
と
優
し
さ
創
出
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
活
動

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
病
院
と
の

連
携
と
信
頼
関
係
の
強
化
を
図
り
、
市
民

参
加
に
よ
る
病
院
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の
方

法
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
�

病
院
運
営
に
対
す
る�

住
民
理
解
の
促
進�

2

病
院
再
建
と
経
営
改
善
�

1

5
経営の効率化と�
　　　住民理解の促進�

¡病床利用率の向上　目標９０％以上�
¡人件費の適正化（医業収益比率５５％以下）�
¡委託料賃借料１０％削減�
¡外来診療１日平均目標５５０人以上�
¡院内ボランティア活動者との連携を推進�
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特集　新城市民病院経営改善アクションプラン�

　
医
師
不
足
に
端
を
発
し
、
今
、
地
方
の
自
治
体
病
院
は

存
亡
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
を
短
期

間
に
解
消
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
す
。
当
院

も
例
外
で
は
な
く
、
今
後
の
市
民
病
院
の
あ
り
方
を
再
検

討
す
べ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
に
至
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
効
率
よ
く
医
療
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
病
院
と
診
療
所
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
相
互

に
協
力
し
合
い
、
両
者
で
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
市
の
医

療
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
勢

力
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
市
民
病
院
。
文
字
通
り
「
市
民
が
建
て
た
、
市
民
の
た

め
の
病
院
」
で
す
。
そ
れ
が
い
ま
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
ま

す
。
原
因
は
い
く
つ
も
あ
り
、
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い

る
し
、
独
力
で
は
対
処
が
困
難
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
す
べ
て
の
原
点
は
、
「
市
民
」
の
意
思
と
力
に

あ
り
ま
す
。
私
は
市
長
と
し
て
、
奥
三
河
地
域
医
療
の
拠

点
と
し
て
の
病
院
を
、
必
ず
再
建
す
る
決
意
で
す
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

新
城
市
民
病
院
で
は
　
　
　
　�

常
勤
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す�

�

　
市
民
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
可
能
な
医
師
が
、
お
知
り
合
い
な
ど

に
お
み
え
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。�

　
採
用
条
件
な
ど
の
詳
細
は
面
談
し
ま
す
。�

��

　
〒
４
４
１
│

１
３
８
７�

　
新
城
市
字
北
畑
３２
│

１�

　
市
民
病
院
　
総
務
課�

1
２３
│

７
８
５
２�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　�

b
yo
uin@

city.shinshiro
.lg
.jp

�　

お
わ
り
に
�

��　
今
日
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医
療

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
場
合
、
地
域
の
す

べ
て
の
医
療
機
関
の
「
連
携
」
が
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の

市
民
病
院
の
運
営
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の

病
院
で
完
結
し
よ
う
と
す
る
医
療
体
制
は
、

す
で
に
限
界
に
達
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
�

　
こ
れ
ま
で
の
東
三
河
北
部
医
療
圏
に
お

け
る
地
域
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
対
し
、

反
省
す
べ
き
点
は
反
省
し
、
今
後
の
地
域

医
療
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
地
域
医
師

会
な
ら
び
に
各
診
療
所
な
ど
と
市
民
病
院

は
、
互
い
に
そ
の
役
割
を
十
分
認
識
し
つ

つ
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
「
365
日
24
時
間

の
安
心
医
療
」
の
提
供
を
目
指
し
て
、
わ

た
し
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
の

再
構
築
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市

民
病
院
再
建
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
全
職
員�

　
い
ち
が
ん�

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
覚
悟
で
す
。�

問
い
合
わ
せ�

新城市民病院�
院長　綿引　洋一�

新城市長　穂積　亮次�

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
　
　
�

　
　
　
　
策
定
に
あ
た
り
�
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■
持
続
可
能
な
社
会
に
む
け
て�

　
環
境
問
題
を
と
ら
え
る
と
き
「
持
続
可

能
な
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
言
葉
は
1
9
9
2
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
「
環

境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
（
地
球
サ

ミ
ッ
ト
）」
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
、「
世
代

を
越
え
て
環
境
・
経
済
・
人
間
社
会
の
3

要
素
が
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社
会
」
と
言

う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。�

　
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
自
治
体
が�

せ
っ

さ

た
く

ま�

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
て
互

い
に
人
と
情
報
の
交
流
を
進
め
、
住
民
参

画
で
地
域
か
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を

創
出
し
、
全
国
の
自
治
体
に
波
及
的
な
効

果
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

■
参
加
団
体
は�

　
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
開
催
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
自
治
体
が
自
主
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
人
口
で
は
1
万
人
未
満

の
自
治
体
か
ら
名
古
屋
市
、
福
岡
市
な
ど

の
大
都
市
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
自
治

体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
地
域
別
で
は
、
関
東
・
中
部
か
ら
参
加

す
る
自
治
体
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
関
東
で
は
神
奈
川
県
、
中
部
で�

は
愛
知
県
か

ら
多
く
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て

い
る
自
治
体

の
数
は
、
年

に
よ
っ
て
変

動
が
あ
り
ま

す
。
と
く
に

こ
の
2
年
間

は
「
平
成
の

大
合
併
」
に

よ
り
、
自
治�

体
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
も
あ

り
、
参
加
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
一
時
参
加
を
見
合
わ
せ
て
い

た
自
治
体
も
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
励
み

と
し
て
よ
り
よ
い
環
境
政
策
づ
く
り
に
反

映
し
よ
う
と
、
徐
々
に
復
活
参
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。�

�

■
評
価
の
内
容�

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
狭
い
意
味
で
の
環

境
政
策
で
は
な
く
16
分
野
（
下
表
）
に
ま

た
が
る
質
問
に
よ
り
「
自
治
体
政
策
全
体

が
、
ど
の
よ
う
に
環
境
視
点
を
持
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
か
」
総
合
的
に
審
査
さ
れ

ま
し
た
。�

　
質
問
数
は
何
と
700
題
を
超
え
ま
す
。
そ

れ
が
点
数
化
さ
れ
、
本
市
は
、
1，
0
2
0
�

点
満
点
中
593
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。
�

　
設
問
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨

年
旧
新
城
市
で
は
1，
0
2
0
点
満
点
中
525
�

点
、
参
加
当
初
は
400�
点
満
点
中
123
点
と
、

全
体
的
な
得
点
率
は
か
な
り
ア
ッ
プ
し
て

き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
�

�

評
価
さ
れ
る
分
野�

�

①
環
境
基
本
条
例
・
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ

ェ
ン
ダ
21
・
環
境
基
本
計
画�

②
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム�

③
住
民
と
と
も
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕

組
み
・
情
報
公
開�

④
率
先
行
動
・
エ
コ
オ
フ
ィ
ス�

⑤
自
治
体
交
流�

⑥
職
員
の
資
質
・
政
策
能
力
の
向
上

と
環
境
行
政
の
総
合
化
・
予
算�

⑦
住
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ�

⑧
環
境
学
習�

⑨
自
然
環
境
の
保
全
と
回
復�

⑩
健
全
な
水
循
環�

⑪
風
土
を
活
か
し
た
景
観
形
成
と
公

園
づ
く
り�

⑫
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
交
通
政
策�

⑬
地
球
温
暖
化
防
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策�

⑭
ご
み
の
減
量
化�

⑮
環
境
に
配
慮
し
た
産
業
の
推
進�

⑯
自
由
記
述
3
題�

01 02 03 04 05

（団体）�

（年度）�
20

40

60

80

100

120

主催者から環境首都コンテスト総合�
２位の表彰を受ける穂積市長　　　�

※ＮＧＯ…政党や宗教団体、企業などから独立した組織として、自発的に市民が国境と国籍の違いを乗り越え、地球的規模の問題の解決に�
　　　　　取り組む、草の根の協力団体のことを言います。国際協力や国際交流、環境などに携わる団体があります。�
　　　　　（Non-Governmental Organization）�

参加自治体数の推移�

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
�

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
 
総
合

2
位
�

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
�

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
 
総
合

2
位
�

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
�

　
　
　
　
　
　
　
 
総
合

2
位
�

　
あ
な
た
は
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
「
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
自
治
体
の
環�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※�

境
に
対
す
る
政
策
や
、
市
民
と
の
協
働
施
策
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
な
ど
を
全
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が�

評
価
す
る
も
の
で
す
。�

　
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
は
２
０
０
１
年
か
ら
１０
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て�

お
り
、
今
回
は
コ
ン
テ
ス
ト
開
始
か
ら
５
年
目
、
折
り
返
し
地
点
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ�

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
旧
新
城
市
で
は
開
始
当
初
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
新
市
の
「
環
境
首
都
」
活
動
と�

し
て
継
承
し
て
い
ま
す
。�
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■
評
価
の
結
果�

　
カ
ッ
コ
内
は
昨
年
の
順
位�

◆
総
合�

　
第
２
位
（
２
位
）�

人
口
規
模
別
な
ど
の
区
分
を
設
け
ず
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
自
治
体
す
べ

て
の
評
価
順
位
で
す
。
1
位
は
、
昨
年

同
様
熊
本
県
水
俣
市
で
、
本
市
と
は
13

点
差
で
し
た
。�

◆
自
治
体
規
模
別
（
５
万
人
以
上
10
万
人

　
未
満
）�

　
○
人
口
規
模
別
　
　
第
１
位
（
２
位
）�

　
○
地
球
温
暖
化
防
止
部
門�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位
（
３
位
）�

　
○
住
民
参
加
部
門
　
第
１
位
（
２
位
）�

昨
年
は
、
旧
新
城
市
で
参
加
し
て
い
る

た
め
、
人
口
区
分
が
2
万
人
以
上
5
万

人
未
満
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。�

◆
奨
励
賞�

コ
ン
テ
ス
ト
へ
5
回
連
続
し
て
参
加
し

た
24
自
治
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。�

����

　
　
　
　
　※�

　
3
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

販
売
店
を
、
市
民
が
審
査
し
、
3
段
階
評

価
（
Ｒ
〜
RRR
）
で
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

認
定
す
る
制
度
で
す
。
�

　
販
売
店
の
ご
み
減
量
意
識
の
向
上
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
が
審
査
に
関
わ

る
こ
と
で
、
顧
客
で
あ
る
市
民
の
エ
コ
シ

ョ
ッ
プ
の
利
用
促
進
や
、
販
売
店
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
ご
み
減
量
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
�

��

����　
作
手
高
校
前
の
バ
ス
停
に
は
、
市
民
に

読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
本
が
置
か
れ
て
い

る
「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
4
カ
所
の
バ
ス
停
近
く
に
も

「
ま
ち
か
ど
図
書
館
」
を
設
置
し
、
蔵
書

の
充
実
を
図
る
と
同
時
に
、
バ
ス
を
待
つ

時
間
の
有
効
利
用
も
図
っ
て
い
ま
す
。
�

　
全
国
で
衰
退
し
て
い
く
公
共
交
通
問
題

を
考
え
る
と
き
、
い
か
に
住
民
に
親
し
み

や
す
い
公
共
交
通
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の

意
味
で
、
本
市
の
取
り
組
み
は
バ
ス
を
待

つ
時
間
を
ム
ダ
に
し
な
い
取
り
組
み
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
�

■
環
境
の
ま
ち
づ
く
り�

　
合
併
時
に
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
し
た
「
新
市
建
設
計
画
（
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
）」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

計
画
を
つ
く
る
と
き
に
行
っ
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
3
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合

の
将
来
像
」
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
水

や
緑
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
環
境
に
優

し
い
ま
ち
」
が
望
ま
し
い
と
の
回
答
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
「
自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
の
ひ
と
つ
に
定
め
ま
し
た
。�

　「
良
好
な
環
境
を
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
」�

た
め
、
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
環
境
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
「
日
本
の
環

境
首
都
」
を
め
ざ
し
、
環
境
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
制
度�

ま
ち
か
ど
図
書
館
　
　
　
　
　�

●総合順位（上位１０位）�
人口規模�

（2005.11.1 現在）�

順位� 自　治　体　名�

※リデュース（ごみの発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生）�

 1 水 俣 市（熊本県） 29,824�

 2 新 城 市（愛知県） 52,888�

 3 安 城 市（愛知県） 171,811�

 4 多治見市（岐阜県） 106,208�

 5 熊 本 市（熊本県） 672,114�

 6 尼 崎 市（兵庫県） 462,081�

 7 板 橋 区（東京都） 513,575�

 8 日 田 市（大分市） 75,767�

 9 飯 田 市（長野県） 108,160�

 10 大 和 市（神奈川県） 221,603�

�

作手高校前バス停�

エコショップ認定「RRR」を受けた店�

循
環
社
会
推
進
課�

　
　
　
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
７
７�

問
い
合
わ
せ�

本�

評

価

さ

れ

た

先

進

事

例�
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世
界
新
城
サ
ミ
ッ
ト�

　
　
　
　
　
　
行
程
決
ま
る�

サミットの主な日程�

６月１７日（土）�
　　成田空港出発�
　　イギリス到着�
　　ニューキャッスル市着参加登録�
�
６月１８日（日）�
　　サミット開会式�
　　フレンドシップガーデン開園式�
　　ニューキャッスル市歓迎会�
�
６月１９日（月）�
　・第１シンポジウム�
　　テーマ　「地域連携」　　会場　キール大学�
　　内容　英国政府が行う市民参加のための政策や、地域コミュ�
　　　　　ニティの役割について説明し、ニューキャッスル・ア�
　　　　　ンダーライム市の市民参加によるまちづくりの取り組�
　　　　　みを発表する。続いて各参加都市における「地域連携」�
　　　　　の取り組みを発表し、相互に学習する。�
　　開催都市の地域連携事例視察�
　　ロータリーバナー交換�
�
６月２０日（火）�
　・第２シンポジウム�
　　テーマ　「教育」　　会場　ニューキャッスル大学�
　　内容　ニューキャッスル大学における教育および学習という�
　　　　　テーマについて、さまざまな事例が生徒および職員か�
　　　　　ら発表がある。�
　・市長会議�
　　会場　ニューキャッスル大学�
　　内容　次回のサミット開催や、今後の交流について、参加都�
　　　　　市の市長が話し合う。�
　　採鉱博物館見学�
�
６月２１日（水）�
　　シューバロウホール見学�
　　ボロウ州議会議員との交流�
　　スポード陶器見学�
�
６月２２日（木）�
　　ウェッジウッド本社工場見学�
　　リトルモントレーホール見学�
　　サミット閉会式�
�
６月２３日（金）�
　　イギリス出発�
�
６月２４日（土）�
　　成田空港到着�

日　時： 7月14日（金）�
　　　　午後 7時�
場　所：新城文化会館小ホール�

　
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ム
市
で
開
催
さ
れ
る

新
城
サ
ミ
ッ
ト
へ
、
穂
積
市
長
と
随

行
職
員
1
人
が
参
加
し
ま
す
。
現
地

で
は
、
2
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
今

後
の
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
協
議
す
る

市
長
会
議
。
そ
し
て
州
議
会
議
員
と

の
交
流
会
、
市
内
企
業
の
視
察
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

サ
ミ
ッ
ト
参
加
都
市�

・
新
城
市
（
日
本
）�

・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ム
市
（
イ

ギ
リ
ス
）�

・
ヌ
シ
ャ
テ
ル
市
（
ス
イ
ス
）�

・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
市
（
南
ア
フ
リ
カ
）�

・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
市
（
ア
メ
リ
カ
Ｐ
Ａ
）�

・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
市
（
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｎ
）�

・
ノ
イ
ブ
ル
グ
市
（
ド
イ
ツ
）�

���　
市
民
安
全
対
策
室
�

　
1
２３
│

７
６
１
１
�

　
5
２３
│

２
０
０
２
�

　
〒
４
４
１
│

１
３
９
２
�

（
住
所
不
要
）
�

　g
-a
n
ze
n
@
c
ity.s

h
in
s
h
iro
.lg
.jp
�

　
安
全
で
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
「
し
ん
し
ろ
安
全
・
安
心
・
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
条
例（
案
）」
を
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
�

募
集
期
間
　
6
月
19
日
b
〜
7
月
18
日
c
�

提
出
方
法
�

　
住
所
お
よ
び
氏
名
を
明
記
し
、
①
〜
④

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
�

①
市
民
安
全
対
策
室
に
持
参
（
た
だ
し
、

土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）
�

②
郵
送
、
③
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
④
Ｅ
メ
ー
ル
�

※
電
話
に
よ
る
意
見
の
提
出
は
で
き
ま
せ

ん
。
�

条
例
案
の
閲
覧
�

①
閲
覧
期
間
�

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ
�

②
閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所
�

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

・
本
庁
東
庁
舎
行
政
課
・
市
民
安
全
対
策

室
、
鳳
来
・
作
手
総
合
支
所
地
域
振
興

課
（
た
だ
し
、
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

　
15
分
）
�

企
画
課�

　
　
1
２３
│

７
６
２
０�

問
い
合
わ
せ�

サミット報告会を開催します�

｢

し
ん
し
ろ
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ�

く
り
条
例（
案
）｣

の
意
見
を
募
集
し
ま
す�

●�問�●�em
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

初日の５月１２日（金）鳥原児童館�

　各会場では、さまざまな意見が出ました（富岡公民館）�

　
5
月
12
日
f
か
ら
6
月
14
日
d
ま

で
の
約
1
カ
月
間
に
、
穂
積
市
長
が

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
18
カ
所
を
回

り
、
市
の
財
政
状
況
や
今
年
度
の
予

算
と
主
要
事
業
、
市
民
病
院
の
課
題

な
ど
を
説
明
す
る
市
政
報
告
と
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
市
の
財
政
状
況
の
収
支
を
、「
1

カ
月
分
の
家
計
の
支
出
（
104
万
円
）

と
す
る
と
、
収
入
で
は
月
給
（
40
万

円
）
に
貯
金
を
解
約
（
4
万
円
）
し
、�

さ
ら
に
親
か
ら
の
仕
送
り
（
42
万
円
）�

と
ロ
ー
ン
（
18
万
円
）
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
家
庭

の
身
近
か
な
事
例
で
説
明
。�

　
そ
し
て
、�

・
保
育
園
は
、
園
児
一
人
当
た
り
約�

　
84
万
3
千
円
（
う
ち
税
金
な
ど
が

約
64
万
6
千
円
）�

・
小
・
中
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
一

人
当
た
り
約
13
万
6
千
円
（
う
ち

税
金
な
ど
が
約
10
万
3
千
円
）�

・
高
齢
者
福
祉
は
、
高
齢
者
一
人
当

た
り
約
9
万
5
千
円
（
う
ち
税
金

な
ど
が
約
8
万
3
千
円
）�

・
廃
棄
物
処
理
は
、
市
民
一
人
当
た

り
約
2
万
円
（
う
ち
税
金
な
ど
が

約
1
万
5
千
円
）�

な
ど
、
一
般
会
計
の
支
出
を
、
市
民

一
人
当
た
り
に
か
か
る
経
費
と
税
金

が
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
る
か
を
説

明
し
ま
し
た
。�

　
市
長
は
、「
緊
急
改
革
型
予
算
」

は
、
財
政
再
建
の
た
め
に
痛
み
が
住

民
に
跳
ね
返
る
こ
と
で
、
住
民
と
自

治
体
、
さ
ら
に
は
住
民
間
の
危
機
感

の
共
有
に
つ
な
が
り
、
自
治
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
述
べ
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
で
は
各
会
場
で
活
発

な
意
見
が
出
ま
し
た
。�

�

　
５
月
末
ま
で
の
主
な
意
見
は�

�

・
日
吉
駐
在
所
存
続
要
望�

・
行
政
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て�

・
市
川
林
道
舗
装
の
要
望�

・
産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
つ
い

て�

・
墓
園
整
備�

・
今
後
の
国
道
151
バ
イ
パ
ス
（
川

田
地
内
）
の
行
方�

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
現
状�

・
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
市

民
（
若
者
）
が
で
き
る
こ
と

と
は�

・
住
民
が
議
会
を
傍
聴
し
や
す

い
体
制
と
参
画
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム�

・
敬
老
会
な
ど
の
補
助
金
削
減

と
今
後
の
動
向�

・
職
員
定
数
削
減
の
方
策�

・
短
期
間
で
の
市
民
病
院
再
建�

�
な
ど
で
し
た
。
こ
の
模
様
は
、

6
月
開
催
会
場
の
主
な
意
見
と

合
わ
せ
、
8
月
号
で
紹
介
し
ま

す
。�

市
政
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た�

秘
書
広
報
課�

　
　
　
　
1
２３
│

７
６
１
８�

問
い
合
わ
せ�
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
児
童
扶
養

手
当
は
、
消
費
者
物
価
指
数
に
よ
り�

変
動
す
る
「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」�

が
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
下
落
を
受

け
、
平
成
18
年
４
月
分
か
ら
手
当
額

が
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。�

※
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
一

部
支
給
の
と
き
は
、
所
得
に
応
じ

て
10
円
刻
み
で
手
当
額
を
決
定
し

ま
す
。�

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
児
童
扶
養
手
当
が�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
定
さ
れ
ま
し
た�

防
災･

耐
震
事
業
説
明
会
を
開
き
ま
す�

　
巨
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
補
助
事�

業
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。�

　
耐
震
工
事
の
経
費
に
対
し
、
所
得�

税
の
控
除
や
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ�

れ
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
耐
震
補
助
事
業
や
家
具�

の
転
倒
防
止
対
策
な
ど
の
説
明
会
を�

開
催
し
ま
す
。�

　
あ
な
た
と
家
族
の
大
切
な
生
命
・�

財
産
を
守
る
た
め
、
お
近
く
の
会
場�

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

 
1
　
級
 

5
0，
9
0
0
円
�

 
2
　
級
 

3
3，
9
0
0
円
�

 
1
　
級
 

5
0，
7
5
0
円
�

 
2
　
級
 

3
3，
8
0
0
円
�

防災・耐震事業�
説明会日程�

   市民体育館�
 新　　　城 7 月 3 日b�
   　　第 1・ 2会議室�

   西部公民館�
 千　　　郷 7 月 5 日d�
   　　　　　多目的室�

 東　郷　西 7 月 7 日f 平井公民館�

 東　郷　東 7 月10日b 川路公民館�

 舟　　　着 7 月13日e 鳥原児童館�

 八名・庭野 7 月14日f 富岡ふるさと会館�

   鳳来開発センター�
 鳳 来 中 部 7 月18日c�
   　　　3階大会議室�

 東　陽　・�
  7 月20日e 中央集会所�
 鳳　来　東�

 海老・連谷�
  7 月24日b 海老構造改善センター�
 ・ 鳳 来 寺�

   鳳来西小学校�
 鳳　来　西 7 月25日c�
   　　　　　　体育館�

 山 吉 田 ・  山吉田小学校�
  7 月28日f�
 黄　柳　野  　　　　　　体育館�

   農村集落多目的�
 菅　　　守 7 月31日b�
   　　　共同利用施設�

 協　　　和 8 月 2 日d 農村環境改善センター�

 開 成 ・ 巴 8 月 7 日b 作手開発センター�

※時間は、いずれの会場も午後 7時30分から 9時�
　までです�

場　　　　所�地　　域�
（小学校区）�月　　日�

改定前�改定後�

  一部支給 全部支給�
  の と き の と き�

 児童 1 人の 41,870円　�
   41,880円�
 とき 　～9,880円�

 児童 2人の 46,870円　�
   46,880円�
 とき ～14,880円�

 児童 3人以 3人目から児童1人増�
 上のとき すごとに3,000円加算�

都
市
計
画
課
　
　
1
２３
│

７
６
４
０�

建
設
課
　
　
　
　
1
３２
│

１
９
７
７�

建
設
課
　
　
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�
問
い
合
わ
せ�

児
童
課
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
２
２�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３２
│

１
９
８
２�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�
問
い
合
わ
せ�

特
別
児
童
扶
養
手
当
�

児
童
扶
養
手
当
�

改　定　前�
（平成１８年３月分まで）�

  一部支給 全部支給�
  の と き の と き�

 児童 1 人の 41,710円　�
   41,720円�
 とき 　～9,850円�

 児童 2人の 46,710円　�
   46,720円�
 とき ～14,850円�

 児童 3人以 3人目から児童1人増�
 上のとき すごとに3,000円加算�

改　定　後�
（平成１８年４月分から）�
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市の大切なお知らせをお届けします�

メール配信を受けた携帯のイメージ�

ShinshiroShinshiro

　
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
と
は
、
皆

さ
ん
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

メ
ー
ル
の
配
信
を
受
け
る
仕
組
み
で

す
。
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
が
受
信
で

き
る
場
所
な
ら
ど
こ
で
も
、
災
害
情

報
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
必
要
な
情

報
を
入
手
で
き
る
こ
と
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

こ
の
情
報
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
�

��

　
現
在
、
市
で
は
5
つ
の
お
知
ら
せ
を

案
内
し
て
い
ま
す
。
�

�①
　
地
域
防
犯
情
報
�

　
　
犯
罪
情
報
や
行
方
不
明
者
の
情
報
�

②
 
学
校
関
連
情
報
�

　
　
児
童
生
徒
の
一
斉
下
校
の
情
報
�

③
 
地
震
情
報
�

震
度
２
以
上
の
地
震
発
生
や
警
戒

宣
言
発
令
の
情
報
�

④
 
風
水
害
情
報
�

災
害
対
策
情
報
や
大
雨
警
報
な
ど

の
気
象
情
報
�

⑤
 
選
挙
関
連
情
報
�

市
長
市
議
選
挙
や
県
と
国
で
行
わ

れ
る
選
挙
速
報
�

�　
そ
し
て
、
6
月
1
日
e
か
ら
新
た
に

お
知
ら
せ
を
追
加
し
ま
し
た
。
�

�⑥
 
感
染
症
・
衛
生
情
報
�

食
中
毒
警
報
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

警
報
な
ど
の
感
染
症
と
衛
生
に
関

す
る
情
報
�

　
登
録
方
法
は
ア
ド
レ
ス
を
打
ち
込

ん
で
登
録
し
て
い
た
だ
く
か
、
新
城

ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
　http

://w
w
w
2.city

.sh
in
�

sh
iro.aich

i.jp
/

に
詳
し
く
記
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
�

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で
�

　
い
ち
早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
�

行
政
課�

　
　
　
1
２３
│

７
６
１
３�

問
い
合
わ
せ�

（携帯電話専用）�

http://www2.city.shinshiro.�
aichi.jp/handy_mail/index.htm

登録用アドレス�●� ●�

（携帯電話専用）�

http://www2.city.shinshiro.�
aichi.jp/handy_mail/index.htm

登録用アドレス�●� ●�

介
護
相
談
員
を
　�

　
ご
紹
介
し
ま
す�

　
介
護
相
談
員
は
、
介
護
サ
ー�

ビ
ス
の
利
用
者
や
こ
れ
か
ら
利�

用
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
か
ら�

の
疑
問
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る�

た
め
、
平
成
13
年
12
月
か
ら
設�

置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
5
月
1
日
に
2
人
が
加�

わ
り
6
人
に
な
り
ま
し
た
。�

　
介
護
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方�

は
、
介
護
高
齢
課
へ
ご
連
絡
く�

だ
さ
い
。�

�

　
林
　
　
み
よ
子
（
入
船
）�

　
植
田
　
宏
昭
　
（
杉
山
）�

　
戸
田
　
ナ
オ
ミ
（
大
宮
）�

　
山
本
　
美
緒
　
（
黒
田
）�

　
中
村
　
孝
雄
　
（
大
野
）�

　
丸
山
　
芳
久
　
（
副
川
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉�

１
人
で
悩
ま
ず
　
　
　
　
　�

　
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い�

本�

介
護
高
齢
課�

　
　
　
1
２３
│

７
６
８
８�

問
い
合
わ
せ�

本�



　5月28日（日）、つくで手作り村で古城まつりが
行われました。小雨がぱらつく天候でしたが、開
成小学校児童30人による踊り「開成よさこい」を
はじめ、フリーマーケット、茶席や俳句会などに
約500人が楽しみました。�
　長篠・設楽原鉄砲隊による火縄銃の実演では、
「ドーン」という迫力ある轟音に、観客は歓声を
上げながらいっせいに拍手を送っていました。�

広報しんしろ・ほのか　　2006.7

　5月12日（金）、つくで手作り村芝生
広場で、保育園へ入る前の子どもと親、
約30人が参加し、「子育て教室」が行わ
れました。この日は滑り台遊び、風船、
サッカーボール遊びやこいのぼりくぐ
りをしました。市のホームページをみ
て今回の行事に参加したという、豊田
市の飯田さおりさん、琢雅君親子は「子
どもだけでなく、親も楽しめる企画で
すね」とうれしそうでした。�

芝生広場で遊ぼう！�
子育て教室�

たく�ま�

ごう�おん�

　5月16日（火）、小雨の降る中、新城幼稚園児が桜
淵公園豊川河川敷で、稚鮎約8,000匹とアマゴの成
魚約200匹の放流を行いました。この放流は豊川上
漁業協同組合が、毎年6月1日（木）の鮎漁解禁を前に、
地元の園児を招いて行っています。園児らは放流
した小さな鮎が見えなくなるまで、じっと目で追
っていました。�

元気に大きく育ってね！�

稚鮎・アマゴを放流�
第28回古城まつり� ち� あゆ�



広報しんしろ・ほのか　　2006.7

　5月22日（月）、鳳来寺小学校全校児
童34人と保護者、地域の皆さん35人が
恒例のお茶摘みをしました。児童たち
は葉の摘み方を教えてもらい、摘んだ
新芽を大事そうにかごに入れていきま
した。5年生の平松潤哉君は、「自分
の摘んだ葉でお茶を飲むのが楽しみ」
とうれしそうでした。この日収穫した
葉は、25日（木）の“新茶を味わう会”
で作業をしたみんなで飲みます。�

じゅん�や�

鳳来寺小学校で�
お茶摘み�

　「看護の日」の5月12日（金）、新城市民病院で
ナイチンゲール祭が行われました。これは毎年5
月に同院の看護師の互助会「すずらん会」の皆さ
んが開く催しです。�
“手作りの心温まる触れ合いの会”をテーマとし
て開かれたこの催しでは、看護師らがハンドベル
演奏、ストレッチ体操や手品などを披露。会場は
和やかな雰囲気に包まれました。�
　外出して生の演奏を聴く機会のない患者さんに
は、何よりのプレゼントとなりました。�

市
民
病
院
で
�

心
温
ま
る
催
し
�

　5月13日（土）、あいにくの雨の中、三河の山里
活性化事業実行委員会による「三河の山里ツーリ
ズム」が行われました。都市と山村の交流を進め
ることを目的とするこの企画では、応募のあった
名古屋市や岡崎市などの10人が四谷の千枚田で田
植えを行いました。参加者は7月に草取り、9月に
は稲刈りを体験する予定です。�

四
谷
の
千
枚
田
で
�

田
植
え
を
体
験
�

　5月6日（土）、鬼久保ふれあい広場リフレッシュセ
ンターで、名古屋フィルハーモニー交響楽団のメン
バーによるコンサートが開かれました。作手の新緑
の山々を見わたせるテラスを背景に演奏が始まると、
市内外から集まった約100人の聴衆はその音色に聴き
入り、ゆったりとした時間を過ごしました。�

つくでの森の音楽祭�
グリーンコンサート�



����　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
�

　
☎
22
‐
０
６
７
３
�

　
7
月
2
日
（日）
　
小
雨
決
行
�

���������������������

����（
史
跡
巡
り
を
中
心
に
約
9.2
キ
ロ
）
�

　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
�

　
　
☎
・
5
22
‐
０
６
７
３
�

shitara@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
7
月
1
日
（土）
　
午
前
9
時
〜
正
午
�

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
入
口
前

　
に
午
前
8
時
45
分
集
合
（
雨

　
天
中
止
）
�

　
100
円
（
保
険
代
・
資
料
代
な
ど
）
�

※
当
日
集
金
（
設
楽
原
歴
史
資
料

　
館
・
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
見

　
学
希
望
者
は
別
途
料
金
が
必
要
）�

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　
年
齢
・
性
別
を
6
月
29
日
（木）

　
ま
で
に
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

　
E
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
氏
名
、
住
所
な
ど
個
人
を
特

　
定
で
き
る
情
報
は
、
傷
害
保

　
険
へ
加
入
す
る
た
め
の
み
使

　
用
し
ま
す
）
�

���　
　
　
行
政
課
　
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
１
３
�

　
　
　
5
23
‐
２
０
０
２
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
☎
24
‐
0
0
0
1
�

　
　
　
5
22
‐
1
1
1
2
�

joho-center@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民

パ
ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が

な
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
を
対
象
に
、
電
源
の
入
れ
方

や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文
書
作

成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い
ね

い
に
指
導
し
ま
す
。
�

　
7
月
29
日
（土）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
7
月
30
日
（日）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
（
2
日
間
で
1
コ
ー
ス
）
�

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）
�

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

　
代
と
し
て
1,
0
0
0
円
）
�

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
で
、
2
日

　
間
と
も
に
受
講
で
き
る
方
�

申
込
期
間
　
�

　
7
月
1
日
（土）
〜
18
日
（火）
�

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　
を
記
入
し
、は
が
き
・フ
ァ
ッ
ク
ス
・

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
�

���　
　
　
生
涯
学
習
課
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
５
４
�

　
　
　
新
城
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
☎
23�
‐
７
６
６
６
�

　
7
月
2
日
（日）
〜
8
月
31
日
（木）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
�

　
大
人
　
 
 
 
 

 
 
200
円
�

 
子
ど
も
（
小
中
学
生
）

100
円
�

　
未
就
学
児
　
　
　
 

　
無
料
�

　
休
業
日
　
7
月
18
日
（火）
�

　
　
　
　
　
8
月
7
日
（月）
�

　
　
　
　
　
8
月
18
日
（金）
�

※
市
内
小
学
校
水
泳
大
会
の
た
め
、

　
7
月
22
日
（土）
午
後
3
時
か
ら

　
23
日
（日）
正
午
ま
で
競
泳
用
プ

　
ー
ル
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
�

※
花
火
大
会
当
日
（
8
月
13
日
（日）
 

）

　
の
午
後
5
時
か
ら
翌
日
の
清

　
掃
完
了
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
�

���　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
歌
舞
伎
�

　
　
寿
式
三
番
叟
　
　
　
　
　

　
　
新
版
歌
祭
文
　
野
崎
村
　

　
　
神
霊
矢
口
の
渡
し
�

　
7
月
9
日
（日）
　
　
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分
�

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー
�

���　
市
文
化
協
会
�

　
☎
23
‐
７
６
５
６
�

　
7
月
22
日
（土）
　
午
後
7
時
�

 
新
城
文
化
会
館
�

 
 
 
 
 
は
な
の
き
広
場
�

 
無
料
 
�

　
当
日
は
、
各
自
う
ち
わ
を
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で

　
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
�

�� 
�

　
　
経
済
課
�

　
　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
新
城
4
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、
酪

農
体
験
や
ト
マ
ト
収
穫
な
ど
、

農
業
や
自
然
に
ふ
れ
あ
う
体

験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
�

 
7
月
22
日
（土）
・
23
日
（日）
�

 
つ
く
で
手
作
り
村
�

 
独
身
女
性
�

 
5
，0
0
0
円
�

 
10
人
�

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
・
行
事

第
１７
回
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
�

●�問�

設
楽
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
�

設
楽
原
か
ら
長
篠
城
址
�

ま
で
を
歩
こ
う
�

市
民
い
こ
い
の
プ
ー
ル
�

暑
い
夏
は
プ
ー
ル
に
行
こ
う
！
�

●�申�
●�問�

●�申�
●�問�

■�本�

●�時�

●�時�

●�集�●�￥�●�応�

さ
わ
�

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
�

●�時�

●�時�

●�所�●�対� ●�￥�

●�￥�●�他�

●�定�

●�申�
●�問�

■�本�

●�申�
●�問�●�em

●�em

●�応�

第
１
回
市
民
盆
踊
り
大
会
�

農
業
体
験
交
流
会
�

「
郷
土
芸
能
祭
」
�

●�問�

●�問�
■�作�

●�問�
■�作�

●�時�●�時� ●�時�●�所�●�所�●�所�●�対� ●�￥�●�￥�

●�内�

●�他�●�定�

時　間� 内　容　な　ど�

第17回設楽原決戦場まつり�

戦没者慰霊法要（信玄塚）�

創作演舞　東郷東小学校1、2年生（資料館前）�

武者行列　東郷西・東小学校、東郷中学校　長篠・�
設楽原鉄砲隊（設楽原決戦場）�

決戦太鼓と火縄銃　覇城太鼓　長篠・設楽原鉄砲隊�
（馬防柵）�

午前�

午前�

午前�

午前�

9時30分�

10時45分�

11時30分�

11時�
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��　
　
地
域
振
興
課
�

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3
�

布
絵
展
　
�

　
鳳
来
布
絵
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

布
絵
展
で
す
。
毎
年
行
う
定
期

展
示
会
で
、
今
回
は
、
四
谷
の

千
枚
田
を
合
同
作
品
に
し
て
発

表
し
ま
す
。
緑
の
山
々
に
い
だ

か
れ
る
よ
う
に
、
1
枚
1
枚
の

小
さ
な
田
を
会
員
み
ん
な
で
丹

精
込
め
て
描
き
ま
し
た
。
�

　
会
場
に
広
が
る
千
枚
田
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
7
月
1
日
（土）
〜
31
日
（月）
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
�

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示
�

　
観
来
館
（
鳳
来
地
区
）
�

　
休
館
日
　
火
曜
日
�

���　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
お
も
に
保
育
園
入
園
前
の
お

　
子
さ
ん
と
子
育
て
奮
闘
中
の
方
�

第
５
回
�

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
と
赤
ち
 
 
 
 

　
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
�

　
7
月
14
日
（金）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
豊
川
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

　
志
村
貴
子
さ
ん
�

第
6
回
�

　
川
遊
び
と
ス
イ
カ
割
り
�

　
7
月
19
日
（水）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
愛
知
県
民
の
森
（
現
地
集
合
）
�

　
作
手
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
�

第
7
回
�

　
流
し
そ
う
め
ん
と
川
遊
び
　

　
7
月
28
日
（金）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
�

　
作
手
岩
波
西
村
キ
ャ
ン
プ
場
�

　
作
手
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
�

� 
�

��　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
　

　
　
☎
・
5
22
‐
０
６
７
３
�

shitara@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
市
指
定
天
然
記
念
物
「
ヒ
メ

ハ
ル
ゼ
ミ
」
の
鳴
き
声
を
、
こ

の
時
期
設
楽
原
歴
史
資
料
館
周

辺
で
き
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
館
で
は
、
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ

に
つ
い
て
学
習
し
、
鳴
き
声
を

き
く
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
�

　
7
月
15
日
（土）
�

　
午
後
3
時
30
分
〜
4
時
30
分
�

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
研
修
室
�

　
資
料
館
周
辺
雑
木
林
�

　
水
谷
英
夫
氏
�

　
研
修
室
で
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
に

　
つ
い
て
学
習
後
、
会
場
に
移

　
動
し
観
察
�

　
（
雨
天
の
場
合
は
、
研
修
室

　
で
講
話
の
み
行
う
）
�

　
50
人
�

　
無
料
　
�

　
�

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

　
7
月
14
日
（金）
ま
で
に
電
話
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間

　
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

　
時
ま
で
で
、
定
員
に
な
り
次

　
第
締
切
り
ま
す
。
な
お
、
月

　
曜
日
は
休
館
日
の
た
め
、
受
付

　
は
行
い
ま
せ
ん
。
�

 
�

��　
　
　
生
涯
学
習
課
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
５
４
�

　
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
暑
さ
に
負

け
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

に
挑
戦
し
よ
う
！
�

■
種
目
�

　
日
本
拳
法
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

　
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ

　
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ダ
ー
ツ
、
Ｇ
・

　
ゴ
ル
フ
、
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
フ
ィ
ジ
カ

　
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�

　
小
中
学
生
�

　
一
種
目
500
円
�

申
込
期
間
　
�

　
6
月
19
日
（月）
〜
30
日
（金）
�

����　
　
鳳
来
教
育
課
�

　
　
　
☎
32
‐
0
5
1
5
�

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
鳳
来
寺
田
楽
（
三
河
の
田
楽
）

の
保
存
会
が
市
を
代
表
し
て
出

演
し
ま
す
。
�

　
7
月
23
日
（日）
午
後
1
時
�

　
碧
南
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
�

����� 
�

��　
　
東
三
河
地
方
拠
点
都
市
地

　
　
域
整
備
推
進
協
議
会
事
務

　
　
局
（
〒
4
4
0
‐
8
5
0
1
�

　
　
豊
橋
市
役
所
企
画
課
内
）
�

　
　
☎
0
5
3
2
‐
51
‐
2
1
8
2
�

　
　
5
0
5
3
2
‐
56
‐
5
1
2
8
�

参
加
の
場
合
�

　
7
月
23
日
（日）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

　
ウ
イ
ン
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
、
赤

　
坂
の
舞
台
（
音
羽
町
）
�

　
東
三
河
11
市
町
村
の
小
学
生
�

　
（
4
年
生
以
上
）
・
中
学
生
�

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
に
な
り

　
ま
す
。
た
だ
し
、
午
後
か
ら

　
の
観
覧
は
保
護
者
も
可
。
�

　
郷
土
芸
能
（
出
演
　
新
城
子

　
供
歌
舞
伎
、
田
峯
観
音
こ
ど

　
も
歌
舞
伎
、
豊
橋
吉
田
文
楽
）

　
を
観
覧
し
、
舞
台
裏
の
探
検

　
や
実
演
体
験
な
ど
の
ワ
ー
ク

　
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
　

　
（
詳
細
は
参
加
証
に
記
載
）
�

　
90
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
、
当
選
者
に
は
7
月

　
5
日
（水）
ま
で
に
参
加
証
を
発

　
送
し
ま
す
）
�

　
無
料
（
参
加
の
子
ど
も
は
昼

　
食
付
、
記
念
品
あ
り
）
�

　
現
地
�

　
6
月
30
日
（金）（
必
着
）ま
で
に
、

　
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
郵
便
番
号
、

　
住
所
、参
加
者
の
氏
名
・
性
別
・

　
年
齢
、
保
護
者
の
氏
名
と
電

　
話
番
号
、
観
覧
希
望
の
有
無
、

　
東
三
河
こ
ど
も
ジ
ャ
ン
ボ
リ

　
ー
参
加
申
し
込
み
の
旨
を
明

　
記
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
　
�

観
覧
の
場
合
�

　
7
月
23
日
（日）
　
　
　
　
　
　

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
�

　
ウ
イ
ン
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
（
音

　
羽
町
）
�

　
ど
な
た
で
も
�

　
100
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
、
当
選
者
に
は
7
月

　
13
日
（木）
ま
で
に
参
加
証
を
発

　
送
し
ま
す
）
�

　
無
料
�

　
7
月
10
日
（月）（
必
着
）ま
で
に
、

　
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
郵
便
番
�

　
号
、住
所
、
観
覧
者
の
氏
名
（
1

　
枚
に
４
人
ま
で
）
、
電
話
番
号
、

　
東
三
河
こ
ど
も
ジ
ャ
ン
ボ
リ

　
ー
観
覧
申
し
込
み
の
旨
を
明

　
記
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
�

●�時� ●�時�

●�時�●�集�

●�所� ●�所�●�他�

●�所�

●�対�●�内�

●�内�●�￥�●�定�●�申�
●�受�

●�問�
■�作�

●�問�
■�鳳�

「
に
こ
に
こ
教
室
」
前
半
全
９
回
�

夏
休
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

●�申�
●�問�

■�本�

�

●�時�●�所�

●�問�
■�鳳�観
来
館
7
月
の
展
示
�

み
に
こ
ん
か
ん
�

●�時� ●�時�●�所� ●�所�●�内�

●�内�

●�講�●�講�
●�申�
●�問� ヒ

メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
鳴
き
�

声
を
き
く
会
�

●�対�●�￥�

●�講�

●�講�
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●�em

●�時�●�所�●�対�●�￥�●�応�

●�申�
●�問�

●�定�

歌
舞
伎
体
験
「
東
三
河
こ
ど
も
�

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
参
加
者
お
よ
び
�

観
覧
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
�

●�応�●�集�

●�時�●�所�●�対�

●�￥�

●�内�

●�定�

鳳
来
寺
田
楽
保
存
会
�

愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会
出
演
�

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集



●�￥�●�応� ●�定�「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
作
戦
�

（
仮
称
）
」
の
名
称
を
募
集
�

し
ま
す
�

●�時�●�所� ●�内�
星
と
蛍
の
夕
べ
�

●�申�
●�問�

■�作�
●�申�
●�問�

■�本�

●�em

●�応�●�〆�
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平
成
18
年
度
長
篠
城
址
�

史
跡
保
存
館
歴
史
講
座
�

●�￥�●�定�
●�申�
●�問�●�時�●�所�●�応�●�時�

●�内�
●�講�

●�em

●�時�●�所�●�応� 田
町
川
南
公
園
の
設
計
�

検
討
会
メ
ン
バ
ー
�

●�問�

●�〆�

●�申�●�問�市観光協会新城支部（商工観光課内）�
　　☎23－7634　　523－1123�
商工観光課窓口に申込用紙を用意しておりますので、�
ご記入のうえ6月30日（金）までにお申し込みください。�

例えば�
　お誕生日花火�
　お子さんやお孫さんが生まれた（生まれる）方のお祝い花火�
�　ウェディング花火�
�　今年ご結婚された（される）カップルのお祝い花火�
　お祝い花火�
�　還暦、米寿などのお祝い花火�
　花火の種類と金額�
　　5号　…　1万円�
　　8号　…　3万円�
　 10号   …　5万円�
　特　典�
（1）新城納涼花火大会プログラムに花火を送る相手と送る方の�
　　名前を掲載します。�
（2）「人生の思いで花火」打ち上げ時に、あなたのメッセージ�
　　をアナウンスします。�
�

●�定�

���　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
�

　
 
☎
・
5
32
‐
０
１
６
２
�

　
　
〒
4
4
1
‐
1
6
3
4
�

　
　
新
城
市
長
篠
字
市
場
22
‐
1
�

hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
8
月
〜
平
成
19
年
1
月（
全
６
回
）�

　
す
べ
て
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
�

　
50
人
�

　
1
　
2
5
0
円
（
5
回
分
）
�

　
（
現
地
学
習
会
は
実
費
）
�

　
7
月
1
日
（土）
か
ら
22
日
（土）
ま

　
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ

　
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が

　
き
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
応

　
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�

�第
1
回
�

　
8
月
26
日
（土）
�

　
「
奥
平
家
と
戦
国
の
額
田
」
�

　
夏
山
史
料
保
存
会
�

　
　
　
　
　
　
　
松
坂
昇
一
氏
�

第
2
回
�

　
9
月
23
日
（土）
�

　
「
長
篠
籠
城
戦
士
・
桑
名
家

　
　
の
系
譜
」
�

　
　
　
横
浜
市
　
桑
名
昭
治
氏
�

 
　
　
　
 
　
　（
桑
名
家
裔
）�

第
3
回
�

　
10
月
28
日
（土）
�

　
「
亀
姫
の
実
相
」
�

　
前
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長
�

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
高
夫
氏
�

第
4
回
�

　
11
月
11
日
（土）
�

　
「
奥
平
の
参
勤
交
代
と
岐
阜

　
　
加
納
」
�

　
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
�

　
　
　
　
　
　
　
黒
田
隆
志
氏
�

第
5
回
�

　
12
月
9
日
（土）
�

　
「
現
地
学
習
会
…
信
昌
・
亀
姫

　
　
の
終
焉
の
地
　
加
納
を
巡
る
」�

　
岐
阜
市
加
納
「
中
山
道
加
納

　
宿
文
化
保
存
会
」
�

第
6
回
�

　
平
成
19
年
1
月
27
日
（土）
�

　
「
奥
平
中
津
藩
歴
代
藩
主
と

　
　
そ
の
事
績
」
�

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長
�

　
　
　
　
　
　
　
山
内
祥
二
氏
�

����　
都
市
計
画
課
　
�

　
☎
23
‐
７
６
４
０
�

　
平
成
19
年
度
に
工
事
を
予
定

す
る
田
町
川
南
公
園
の
設
計
検

討
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
�

　
8
〜
12
月
の
間
に
会
議
を
5

　
回
予
定
�

（
毎
回
2
時
間
程
度
）
�

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
応

　
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�

　
市
民
15
人
�

　
7
月
14
日
（金）
�

��� 
　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
4
９
２
�

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
親
子
キ
ャ
ン
プ
、
ニ
ジ
マ
ス

　
つ
か
み
取
り
、
蛍
鑑
賞
、
星

　
座
観
察
会
、
手
作
り
体
験
な
ど
�

　
7
月
15
日
（土）
〜
16
日
（日）
�

　
武
豊
町
野
外
セ
ン
タ
ー
�

　
（
作
手
菅
沼
地
内
）
�

　
親
子
15
組
（
40
人
程
度
）
�

申
込
期
間
�

　
6
月
16
日
（金）
〜
28
日
（水）
�

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
�

　
大
人
　
5
　
4
0
0
円
�

　
子
ど
も
（
5
才
か
ら
中
学
生

　
ま
で
）
�

　
　
　
　
3
　
2
0
0
円
�

　
往
復
は
が
き
に
「
星
と
蛍
の

　
夕
べ
参
加
希
望
」
と
明
記
の
上
、

　
①
代
表
者
氏
名
②
参
加
希
望

　
人
数
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤

　
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
作

　
手
教
育
課
宛
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
�

�����　
　
　
循
環
社
会
推
進
課
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
�

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
5
23
‐
２
０
０
２
�

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
6
月
3
日
（土）
に
各
会
場
で
実

施
し
た
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン

作
戦
（
仮
称
）
」
で
は
、
大
勢

の
市
民
・
事
業
所
の
方
々
の
積

極
的
な
ご
参
加
、
ご
協
力
に
よ
り
、

市
全
体
の
環
境
保
全
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
と
同

時
に
、
新
市
一
体
化
を
実
現
す

る
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。
�

　
今
年
度
か
ら
全
市
域
に
広
げ

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
空

き
缶
拾
い
な
ど
の
環
境
美
化
活

動
の
取
り
組
み
が
、
今
後
も
本

市
独
自
の
取
り
組
み
と
な
る
よ

う
に
、
新
し
い
名
称
を
募
集
し

ま
す
。
�

　
7
月
31
日
（月）
�

 
「
名
称
と
そ
の
理
由
」
「
住
 

 

　
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」を

　
明
記
し
て
、
郵
送
・
メ
ー
ル
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
直
接
持
参
の

　
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ

　
い
。
採
用
さ
れ
た
方
は
広
報

　
し
ん
し
ろ
10
月
号
で
紹
介
し

　
ま
す
。
�

，�

，
�

，
�



���　
今
泉
　
幸
子
�

　
☎
23
‐
１
５
３
３
�

　
鈴
木
　
優
子
�

　
☎
0
9
0
‐
7
0
4
8
‐
4
8
2
9
�

　
生
田
　
千
代
子
�

　
☎
37
‐
２
０
５
７
（
勤
務
先
）
�

　
「
新
城
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」
�

で
は
、
8
月
設
立
に
向
け
て
、

市
内
で
活
動
中
ま
た
は
活
動
し

よ
う
と
し
て
い
る
団
体
が
、
互

い
に
視
野
を
広
げ
、
助
け
合
い
、

高
め
あ
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
�

活
動
内
容
�

・
男
女
共
同
参
画
�

・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
�

・
情
報
交
換
、
親
睦
�

・
他
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流

　
な
ど
�

���　
　
　
循
環
社
会
推
進
課
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
�

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
5
23
‐
２
０
０
２
�

 �　
生
態
系
調
査
員
制
度
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
生

動
植
物
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
情

報
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
（
旧
新
城
市
か
ら
継
続
し
て

い
る
）
仕
組
み
で
す
。
広
範
囲

と
な
っ
た
新
市
に
お
い
て
さ
ら

に
充
実
し
た
制
度
と
す
る
た
め
、

生
態
系
調
査
員
を
追
加
募
集
し

ま
す
。
�

　
調
査
員
は
登
録
制
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
い
つ
で
も
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
調
査

員
は
現
地
調
査
（
頻
度
は
自
由
）

を
行
い
、
植
物
、
昆
虫
、
両
生
類
、

貝
、
野
鳥
、
ほ
乳
類
、
地
質
・

地
形
な
ど
の
情
報
（
写
真
な
ど

の
情
報
、
情
報
提
供
票
）
を
提
出

し
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
を
も
と
に
専
門
家
が
検
討
を

行
い
、
ま
と
め
ま
す
。
�

������ 
　
児
童
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
2
�

 
 
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
市
遺
児
手
当
（
4
〜
7
月
分
）

を
7
月
31
日
（月）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
�

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児

　
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
�

� 
�

�　
　
福
祉
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
4
�

 
 
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
市
障
害
者
手
当
（
4
〜
7
月
分
）

を
7
月
31
日
（月）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
�

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
福

　
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
�

������　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
主
と

し
て
新
た
に
入
学
予
定
の
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養

護
学
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
各
養
護
学
校
へ
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
豊
川
養
護
学
校
�

　
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒

　
に
障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ
る

　
子
を
対
象
�

　
7
月
25
日
（火）
�

　
10
月
26
日
（木）
�

　
豊
川
市
平
尾
町
門
田
77
�

　
☎
0
5
3
3
‐
88
‐
2
5
5
3
�

◆
豊
橋
養
護
学
校
�

　
手
足
の
不
自
由
な
子
を
対
象
�

　
9
月
8
日
（金）
�

　
10
月
27
日
（金）
�

　
豊
橋
市
西
口
町
西
ノ
口
25
の
10
�

　
☎
0
5
3
2
‐
61
‐
8
1
1
8
�

◆
大
府
養
護
学
校
�

　
病
院
で
入
院
し
て
い
る
子
を

　
対
象
�

　
10
月
13
日
（金）
�

　
11
月
17
日
（金）
�

　
大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田
1
の
11
�

　
☎
0
5
6
2
‐
48
‐
5
3
1
1
�

●
随
時
の
相
談
�

　
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入

学
以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
�

���　
指
導
室
�

　
☎
23
‐
７
６
５
２
�

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
入
学
前
の
障
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
�

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
障
害
児

教
育
の
実
態
に
つ
い
て
、
よ
り

正
し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
予
約
制
で
、
料
金
は
無
料

で
す
。
�

　
7
月
28
日
（金）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
�

　
お
お
ぞ
ら
園
�

� 
�

��　
　
　
行
政
課
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
１
２
�

　
有
線
放
送
電
話
の
廃
止
に
伴
い
、

本
年
度
、
北
部
地
区
（
旧
新
城
市
）

を
対
象
に
有
線
電
柱
な
ど
の
撤

去
を
開
始
し
ま
し
た
。
�

　
撤
去
し
た
古
電
柱
の
再
利
用

を
希
望
す
る
方
は
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
�

　
北
部
地
区
の
方
を
中
心
に
受

　
け
付
け
ま
す
。
�

　
古
電
柱
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
行

　
政
課
（
本
庁
舎
南
側
の
第
2

　
庁
舎
2
階
）
ま
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
引
き
渡
し
は
、

　
公
共
的
目
的
の
方
を
優
先
し

　
ま
す
。
�

●�時�

●�時�

県
養
護
学
校
体
験
入
学
�

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

●�時�●�時�

●�所�●�対�●�応� 有
線
放
送
電
話
の
古
電
柱
�

を
お
譲
り
し
ま
す
�

広
げ
よ
う
情
報
と
交
流
の
�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

●�申�

●�申�

●�問�

■�本�

手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

市
遺
児
手
当
�

生
態
系
調
査
員
�

●�問�
■�本�

市
障
害
者
手
当
�

入
学
前
就
学
相
談
�

●�問�
■�本�■�作� ■�鳳�

■�作� ■�鳳�

●�申�
●�問� ●�問�

■�本�

●�emkankyou@
city.shinshiro.lg.jp
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���������������������������

��　
新
城
図
書
館
　
　
　
　
　
　

　
☎
23
‐
2
3
3
3
�

������　
愛
知
県
図
書
館
や
、
県
内
市

町
村
図
書
館
、
三
重
・
岐
阜
・

長
野
各
県
図
書
館
か
ら
も
、
本

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
所
蔵
館
調
査
、借
受
依
頼
な
ど
、�

す
べ
て
新
城
図
書
館
が
行
い
ま
�

す
。
遠
慮
な
く
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

　
ま
た
図
書
館
で
は
、
ご
希
望

の
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
�

���　
指
導
室
�

　
 
☎
23
‐
７
６
５
２
�

　
現
在
小
･
中
学
校
で
使
用
さ

れ
て
い
る
教
科
書
と
、
平
成
19

年
度
か
ら
高
等
学
校
で
使
用
さ

れ
る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
�

　
新
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー
�

　
（
新
城
図
書
館
内
）
�

　
7
月
5
日
（水）
ま
で
�

※
休
館
日
　
6
月
19
日
（月）
、
26

　
日
（月）
、
30
日
（金）
、
7
月
3
日
（月）
�

 
�

�　
新
城
税
務
署
総
務
課
�

　
☎
22
‐
２
１
４
１
�

　
県
内
か
ら
電
話
で
国
税
に
関

す
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
さ
れ

る
場
合
は
�

0
5
7
0
‐
0
0
2
0
0
7
�

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
ま
た
I
Ｐ
電
話
な
ど
の
方
は
、
 
 
 
 
 
 
�

0
5
2
‐
9
7
1
‐
5
5
7
7

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
�

　
た
だ
し
電
話
料
金
は
、
ご
利

用
さ
れ
る
方
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
�

　
�

��　
新
城
警
察
署
　
�

　
☎
22
‐
０
１
１
０
�

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽

し
い
夏
休
み
が
間
も
な
く
や
っ

て
き
ま
す
。
�

　
〜
家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
〜
�

　
長
い
夏
休
み
の
間
に
は
、
ち

ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
や
開
放

感
か
ら
、
深
夜
ま
で
遊
び
回
っ

た
り
、
な
か
に
は
自
転
車
や
オ

ー
ト
バ
イ
を
盗
ん
だ
り
し
て
、

非
行
に
走
る
少
年
た
ち
が
例
年

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
�

　
ま
た
、
夏
休
み
に
限
ら
ず
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、

24
時
間
型
社
会
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
誘
惑
の
多
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
�

　
〜
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ

う
〜
�

　
そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
心
配
に
な
っ
て
く
る
の
が
、

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
や
学
校

の
帰
り
や
遊
び
に
行
っ
た
先
で

の
連
れ
去
り
な
ど
で
す
。
�

　
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

め
の
「
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

紹
介
し
ま
す
。
�

①
つ
い
て
行
か
な
い
こ
と
�

　
犯
罪
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
で
子
ど
も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
で
も
「
知
ら
な
い

人
に
は
絶
対
つ
い
て
行
か
な
い
」

を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
�

②
逃
げ
る
こ
と
�

　
も
し
も
無
理
に
連
れ
て
い
か

れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
そ

の
場
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
�

　
公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
、
「
こ

ど
も
110
番
の
家
」
な
ど
、
ほ
か

の
大
人
の
助
け
が
得
ら
れ
る
場

所
に
向
け
て
逃
げ
る
こ
と
を
教

え
ま
し
ょ
う
。
�

③
声
を
出
す
こ
と
�

　
万
が
一
、
不
審
者
に
捕
ま
っ

て
し
ま
い
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
「
助
け
て
！
」

と
大
き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
�

　
ま
た
、
友
だ
ち
が
知
ら
な
い

人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な

っ
て
い
た
ら
、
大
声
で
助
け
を

呼
ぶ
よ
う
教
え
ま
し
ょ
う
。
�

　
戦
国
時
代
の
史
跡
が
、
作
手

高
原
に
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
�

　
そ
の
中
で
も
、
古
宮
城
址
は

城
郭
研
究
者
の
間
で
は
非
常
に

注
目
さ
れ
て
い
る
城
址
で
あ
り
、

武
田
氏
が
築
い
た
戦
国
時
代
の

す
ぐ
れ
た
縄
張
り
を
も
つ
山
城

の
一
つ
で
す
。
�

　
こ
の
城
址
は
、
作
手
清
岳
地

内
の
国
道
301
号
と
県
道
清
岳
玖

老
勢
線
の
交
差
点
東
側
200
ｍ
に

あ
る
白
鳥
神
社
裏
の
一
段
高
い

丘
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
�

　
元
亀
2
年
（
1
5
7
1
年
）

武
田
信
玄
は
、
こ
の
地
を
山
家

三
方
衆
奥
平
氏
の
監
視
と
と
も

に
上
洛
す
る
た
め
の
拠
点
地
域

と
し
て
位
置
付
け
、
家
臣
で
あ

る
馬
場
信
房
に
築
城
を
命
じ
る

と
と
も
に
、
指
揮
監
督
さ
せ
完

成
さ
せ
た
山
城
で
す
。
�

　
城
址
の
中
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
東
西
二
つ
の
曲
輪

で
形
成
さ
れ
、
西
郭
は
同
心
円

状
に
幾
重
に
も
堀
を
巡
ら
し
敵

の
攻
撃
に
備
え
て
い
ま
す
。
大

野
原
湿
原
の
中
に
あ
り
当
地
域

の
自
然
環
境
を
有
効
に
利
用
し

た
配
置
な
ど
縄
張
り
は
、
緊
張

し
た
戦
国
時
代
を
想
像
さ
せ
る

に
は
充
分
過
ぎ
る
ほ
ど
の
時
間

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
�

④

　
土
の
芸
術
　
古
宮
城
址
�

●�問�
■�作�

●�問�
新
城
警
察
署
便
り
�

●�問�

●�所�

教
科
書
展
示
会
�

国
税
相
談
専
用
電
話
番
号
�

●�問�●�時�
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図
書
館
だ
よ
り
�

お
探
し
の
本
が
図
書
館
に
な
い
�

と
き
は
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
�

ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

●�問�●�HPhttp://www.library.shinshiro.aichi.jp/

作
手
教
育
課
�

☎
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‐
2
2
1
1



中
小
企
業
者
の

中
小
企
業
者
の
方
を
応
援
し
ま
す

を
応
援
し
ま
す�
中
小
企
業
者
の

中
小
企
業
者
の
方
を
応
援
し
ま
す

を
応
援
し
ま
す�
中
小
企
業
者
の

中
小
企
業
者
の
方
を
応
援
し
ま
す

を
応
援
し
ま
す�

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
方
へ
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
用
保
証
料
補
助
や
利
子
全
額
補�

助
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

中
小
企
業
者
の
方
を
応
援
し
ま
す�

融
資
対
象�

融
資
金
額�

資
金
使
途�

担
　
　
　
保�

保
　
証
　
料�

備
　
　
　
考�

連
帯
保
証
人�

融
資
期
間�

年
　
利
　
率�

5，
0
0
0
万
円
以
内
�

事
業
上
の
運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資
金
�

原
則
と
し
て
不
要
�

　
要
（
1
／
2
補
助
）
�

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
こ
と
�

・
6
カ
月
以
上
そ
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
�

・
必
要
な
許
認
可
な
ど
を
取
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
�

・
原
則
と
し
て
据
置
６
カ
月
の
分
割
返
済
� 原

則
と
し
て
不
要
�

運
転
　
　
7
年
以
内
�

設
備
　
　
7
年
以
内
�

3
年
　
　
1.4
％
�

5
年
　
　
1.4
％
�

7
年
　
　
1.5
％
�

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
�

数
50
人
（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
�

を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
�

は
30
人
）
以
下
の
個
人
ま
た
は
�

法
人
�

1，
2
5
0
万
円
以
内
�

原
則
と
し
て
不
要
�

運
転
　
　
5
年
以
内
�

設
備
　
　
7
年
以
内
�

3
年
　
　
1.4
％
�

5
年
　
　
1.4
％
�

7
年
　
　
1.4
％
�

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
�

数
20
人
（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
�

を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
�

は
5
人
）
以
下
の
個
人
ま
た
は
�

法
人
�

5
0
0
万
円
以
内
�

事
業
上
の
運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資
金
�

原
則
と
し
て
不
要
�

要�

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
こ
と
�

・
6
カ
月
以
上
そ
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
�

・
必
要
な
許
認
可
な
ど
を
取
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
�

原
則
と
し
て
不
要
�

1
年
以
内
�

1.4
％
�

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
従
業
員
数
20
人
（
商
業
、
�

サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
は
5
�

人
）
以
下
の
個
人
ま
た
は
法
人
�

信
用
保
証
料
補
助
金
交
付
制
度
�

　
市
で
は
、
商
工
業
振
興
資
金
特
別
小
口
資
金
の
融
資
を
受
け
ら
れ
た
方
に
信
用
保
証
�

料
補
助
を
行
い
ま
す
。
�

・
補
助
対
象
者
…
…
市
内
に
住
所
ま
た
は
所
在
地
を
有
し
、
か
つ
市
内
で
事
業
を
営
ん
�

　
　
　
　
　
　
　
　
で
い
る
中
小
企
業
者
で
、
特
別
小
口
資
金
融
資
に
か
か
る
信
用
保
�

　
　
　
　
　
　
　
　
証
料
を
支
払
っ
た
方
�

・
補
助
金
額
…
…
…
信
用
保
証
料
の
2
分
の
1
（
そ
の
額
に
1
0
0
円
未
満
の
端
数
が
�

　
　
　
　
　
　
　
　
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
捨
て
た
金
額
）
�

・
補
助
限
度
額
…
…
8
万
円
�

新
城
市
短
期
特
別
小
口
資
金
融
資
制
度
に
係
る
利
子
補
給
制
度
�

　
市
で
は
、
新
城
市
短
期
特
別
小
口
資
金
の
融
資
を
受
け
ら
れ
た
方
に
利
子
補
給
を
行
�

い
ま
す
。
�

・
補
助
対
象
者
…
…
新
城
市
短
期
特
別
小
口
資
金
融
資
に
係
る
利
子
を
含
む
融
資
相
当
�

　
　
　
　
　
　
　
　
額
を
返
済
さ
れ
た
方
�

・
補
助
金
額
…
…
…
利
子
分
全
額
（
約
定
利
子
分
）
�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
等
加
入
促
進
補
助
金
交
付
制
度
�

　
市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
退
職
金
共
済
へ
の
加
入
促
進
と
、
従
業
員
の
福
祉
増
進
及
�

び
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
退
職
金
共
済
に
新
規
加
入
す
る
中
小
企
業
者
に
対
�

し
、
掛
金
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
�

・
補
助
金
対
象
退
職
金
共
済
…
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
特
定
退
職
金
共
済
（
商
工
会
が
取
り
扱
う
も
の
の
み
）
�

・
補
助
対
象
者
…
…
…
・
市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
務
所
が
あ
る
方
で
、
中
小
企
業
退
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
金
共
済
法
に
基
づ
く
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
新
規
に
共
済
契
約
者
と
な
っ
た
方
で
、
退
職
金
共
済
掛
金
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
払
っ
た
方
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
�

・
補
助
金
額
…
…
…
…
・
中
小
企
業
退
職
金
共
済
は
、
納
付
し
た
掛
金
に
3
分
の
2
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
じ
て
得
た
金
額
に
1
0
0
分
の
20
を
乗
じ
て
得
た
金
額
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
特
定
退
職
金
共
済
は
、
納
付
し
た
掛
金
に
1
0
0
分
の
20
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乗
じ
て
得
た
金
額
�

・
補
助
金
対
象
期
間
…
…
新
規
加
入
後
12
カ
月
間
�

商
工
観
光
課
　
　
1
２３
│

７
６
３
４�

経
済
課
　
　
　
　
1
３２
│

１
９
８
５�

経
済
課
　
　
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�

問
い
合
わ
せ�

平
成
18
年
現
在�

制
度
名�
商
工
業
振
興
資
金�

新
城
市
短
期
特
別
小
口
資
金�

通
常
資
金�

特
別
小
口
資
金�
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※今年の 2月に追加された対象種には、現在、知らずに飼養されていると思われる「カダヤシ（メダカに似た魚）」�
　や「ボタンウキクサ（観賞用の植物）」も含まれています。�

�
ほ　　乳　　類�
�

鳥　　　　　類�

は虫類・両生類�

�
魚　　　　　類�
�

昆　　　　　虫�

�

無 脊 椎 動 物�

�
�
植　　　　　物�
�

　　　計�

　合　　　　計�

�

タイワンザル、カニクイザル、アカゲザル、アラ�
イグマ、カニクイアライグマ、ジャワマングース、�
クリハラリス（タイワンリス）、トウブハイイロリ�
ス、ヌートリア、フクロギツネ、キョン�

ガビチョウ、カオジロガビチョウ、カオグロガビ�
チョウ、ソウシチョウ�

カミツキガメ、グリーンアノール、ブラウンアノ�
ール、ミナミオオガシラ、タイワンスジオ、タイ�
ワンハブ、オオヒキガエル�

オオクチバス、コクチバス、ブルーギル、チャネ�
ルキャットフィッシュ�
�
�

ヒアリ、アカカミアリ、アルゼンチンアリ�

ゴケグモ属4種、イトグモ属3種、ジョウゴグモ�
科の2属全種、キョクトウサソリ科全種�
�
�
�

ナガエツルノゲイトウ、ブラジルチドメグサ、ミ�
ズヒマワリ�
�
�

37種類�

80種類�

ハリネズミ属、アメリカミンク、アキシスジカ属、�
シカ属（ホンシュウジカなどを除く）、ダマシカ属、�
シフゾウ、キタリス、タイリクモモンガ、マスク�
ラット�

�
�

コキーコヤスガエル、キューバズツキガエル、ウ�
シガエル、シロアゴガエル�
�

ノーザンパイク、マスキーパイク、カダヤシ、ケ�
ツギョ、コウライケツギョ、ストライプトバス、�
ホワイトバス、パイクパーチ、ヨーロピアンパー�
チ�

テナガコガネ属、コカミアリ�

モクズガニ属、アスタクス属、ウチダザリガニ、�
ラスティークレイフィッシュ、ケラクス属、ヤマ�
ヒタチオビ、カワヒバリガイ属、カワホトトギス�
ガイ、クワッガガイ、ニューギニアヤリガタリク�
ウズムシ�

アゾラ・クリスタータ、オオフサモ、アレチウリ、�
オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、ナルトサ�
ワギク、オオカワヂシャ、ボタンウキクサ（ウォー�
ターレタス）、スパルティナ・アングリカ�

43種類�

平成18年2月1日から指定の対象種�平成17年6月1日から指定の対象種�

特 定 外 来 生 物 の 一 覧�

　
在
来
種
の
減
少
や
外
来
種
に
よ
る

自
然
生
態
系
へ
の
被
害
が
、
全
国
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
豊

か
な
こ
の
地
域
で
も
関
係
の
な
い
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
6
月
か
ら

国
に
よ
る
「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る

生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
現
在
80

種
類
の
動
植
物
が
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
表
参
照
）�

　「
特
定
外
来
生
物
」
は
飼
育
、
栽

培
、
保
管
、
運
搬
、
販
売
、
譲
渡
、

輸
入
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
違

反
し
た
場
合
、
法
人
で
最
高
1
億
円

の
罰
金
、
個
人
だ
と
3
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
300
万
円
以
下
の
罰
金
と
な

り
ま
す
。�

　
市
で
は
、
こ
の
地
域
本
来
の
自
然

生
態
系
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
と
し
て
、（
旧
新
城
市
か
ら

継
続
し
て
い
る
）
市
民
参
加
に
よ
る

自
然
生
態
系
調
査
を
今
年
の
夏
も
実

施
し
ま
す
。�
�

　「
外
来
種
（
移
入
種
）
」
の�

　
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い�

�

　
昨
年
の
夏
も
「
外
来
種
」
の
調
査

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
情
報

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
」
な
ど
は
駆
除
す
る
こ
と
が
で

き
た
例
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十

分
で
は
な
く
本
年
度
も
継
続
し
て
調

査
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

生
き
物
を
見
つ
け
た
場
合
、
そ
れ
が

「
外
来
種
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

調
査
期
間
　
8
月
31
日
e
ま
で�

調
査
対
象
　「
特
定
外
来
生
物
」
と
く

に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、

カ
ダ
ヤ
シ
。
そ
の
他
、
見
た
こ
と

の
な
い
思
い
も
か
け
な
い
生
き
物
。�

調
査
方
法
　「
見
か
け
た
」「
捕
ま
え

た
」「
写
真
を
と
っ
た
」「
死
骸
を

見
つ
け
た
」
な
ど
の
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

問
い
合
わ
せ�

　
循
環
社
会
推
進
課�

　
1
２３
│

７
６
７
７�

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

譲
り
た
い
も
の�

¡

自
転
車�

�

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の�

　
　か
　
や�

¡

蚊
帳�

¡

農
業
用
カ
ッ
タ
ー�

¡

三
輪
自
転
車
（
前
輪
が
二
輪
）�

�

　「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て�

ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①�

名
前
　②
住
所
　③
電
話
番
号
を
循�

環
社
会
推
進
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ�

さ
い
。�

��

　
循
環
社
会
推
進
課�

　
　
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
２
９�

市
民
参
加
の
生
態
系
調
査
の
ま
ち�

　
　
し
ん
し
ろ�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

問
い
合
わ
せ�

em
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消防署　1２２─１１１９�問い合わせ�

　
合
併
後
初
の
第
1
回
新
城
市
消
防

団
操
法
大
会
が
、
5
月
28
日
a
に
、

桜
淵
い
こ
い
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　「
3
地
区
合
同
の
こ
の
大
会
で
1

市
1
団
の
一
体
化
が
図
ら
れ
る
と
同

時
に
、
市
民
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
る

団
員
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
」
と
穂

積
市
長
が
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
鳳
来

地
区
の
長
谷
川
団
長
か
ら
は
「
各
団

の
消
防
魂
を
見
た
い
」
と
力
強
い
訓

示
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
新
城
地
区
最
上
位
班
の
第
3
分
団

第
6
班
が
7
月
22
日
g
に
大
府
市
で

行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。�

※今年度県大会出場は、新城地区・鳳来地区・作手地区の 3団の取り決めにより、小型ポンプの部�
　の新城地区最上位班が出場します�

３
団
合
同
で
、
第
１
回
　
　
　
　
　
　
　

３
団
合
同
で
、
第
１
回
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
新
城
市
消
防
団
操
法
大
会
を
開
催

　
　
　
新
城
市
消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
�

３
団
合
同
で
、
第
１
回
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
新
城
市
消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
�

ポンプ車の部�

１位　新城　第 5分団第 1班�

２位　新城　第 2分団第 1班�

小型ポンプの部�

１位　鳳来　第 1分団第 1班�

２位　新城　第 3分団第 6班�

３位　作手　第 2分団第 1班�

４位　新城　第 5分団第 4班�

５位　鳳来　第 5分団第 4班�

�

住
宅
用
火
災
警
報
器�

な
ど
を
　
　
　
　
　�

設
置
し
ま
し
ょ
う
！�

�

　
消
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
全
国
す
べ
て
の
住

宅
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
な
ど
の
設
置
が
、

新
築
住
宅
は
平
成
18
年

6
月
1
日
か
ら
、
既
存

住
宅
は
平
成
20
年
5
月�

31
日
ま
で
に
義
務
化
さ�

れ
ま
す
。 �

　
住
宅
用
火
災
警
報
器

な
ど
の
設
置
に
よ
り
、�

火
災
が
早
期
に
発
見
さ
れ
大
事
に
至�

ら
な
か
っ
た
事

例
が
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
死
者

の
数
が
減
る
な

ど
、
設
置
に
よ

る
効
果
が
表
れ�

て
い
ま
す
。
火

災
か
ら
身
を
守�

る
た
め
に
も
、
早
期
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。�

　
な
お
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る

被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

����

�

水
の
事
故
に
　
　
　�

　
　
注
意
し
よ
う
！�

�

　
水
に
よ
る
事
故
は
、
泳
ぎ
に
行
っ

て
起
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
水
泳
中
の
事
故
は
少
な
く
、
魚
釣

り
、
魚
取
り
、
水
遊
び
中
に
発
生
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。�

　
つ
い
さ
っ
き
ま
で
楽
し
く
遊
ん
で

い
た
家
族
、
友
だ
ち
が
一
瞬
に
し
て

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
な
ど
、

市
内
の
水
の
事
故
の
大
半
は
、
河
原

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
飲
酒
を
し
て
の

遊
泳
の
時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
も

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
水
遊
び
を

さ
せ
な
い�

・
水
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備
運

動
を
す
る�

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
泳
が

な
い�

　「
危
な
い
か
ら
や
め
よ
う
」「
ダ
メ

だ
よ
」
の
ひ
と
言
を
言
え
る
勇
気
を

持
っ
て
、
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。�
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市民の�

　
私
た
ち
新
城
青
年
会
議
所
が
４
月
２９
日
（祝）
に
、�

「
コ
ウ
キ
ョ
ウ
の
オ
ネ
ダ
ン
」
展
を
行
い
ま
し
た
。�

生
か
し
た
い�

｢

お
や
じ｣

の
力
を�

地
域
の
た
め
に
！�

　
　
親
で
は
大
変
な
力
仕
事
な
ど

　
　
の
学
校
活
動
支
援
を
、
父
親

で
行
お
う
」。
会
の
発
足
は
、
平
成�

11
年
度
に
旧
新
城
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会�

長
だ
っ
た
高
柳
功
さ
ん
が
、
男
性

役
員
へ
呼
び
か
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。�

　
　
の
運
営
方
針
は
、
「
し
が
ら

　
　
み
や
強
制
を
受
け
ず
、
参
加

者
の
自
主
性
を
重�

ん
じ
る
」
こ
と
。

代
表
者
は
置
か
ず
、

会
費
も
な
く
、
自

主
参
加
・
自
己
責

任
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町

内
会
と
い
っ
た
従

来
の
組
織
で
は
で

き
な
か
っ
た
、
し

ん
し
ろ
の
お
や
じ

な
ら
で
は
の
さ
ま�

ざ
ま
な
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
の
活
動
を
通
じ
て
「
父
親
同
士

　
　
の
新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
た
」

「
自
分
の
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
子
ど
も
の
親

を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
」
「
教
育
や

地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
」
と
、

目
を
輝
か
せ
る
〝
お
や
じ
〞
た
ち
。�

　
　
後
は
、
子
ど
も
の
有
無
、
男
女

　
　
を
問
わ
ず
「
地
域
で
何
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
も
き
っ
か
け
が
な

い
」
と
い
う
大
人
た
ち
が
、
地
域
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
き
っ
か
け
を
作

り
た
い
そ
う
で
す
。�

会�

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会�
http://shinshirosimin.hamazo.tv/

代 表 者　なし（会員約30人）�
活動内容　①学校行事への積極的参加および施設の補修�
　　　　　②地域安全パトロール（週1回）�
　　　　　③教育・防災・まちづくりの勉強会開催　など�
活動場所　新城中学校区（旧新城市中部・東部地区）�
設　　立　平成12年5月�
連 絡 先　野田字権現34－3　FAX23－2382（事務局）�
�
�

しんしろおやじの会�

今� 会�

「
母
�

平
成
18
年
度
　新
城
市
予
算
を
ア
ー
ト
し
て
み
ま
し
た�

�

は
じ
め
の
一
歩
は
　
　
　
　�

　
　
興
味
を
持
つ
こ
と
か
ら�

�

　
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

市
民
は
も
っ
と
行
財
政
に
つ
い
て
知
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
、
平
成
18
年
度
予
算
概
要
に

つ
い
て
学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
実
際
に
厚
さ
約
4
セ

ン
チ
も
あ
る
予
算
書
を
前
に
す
る
と
、
気
が

滅
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
「
公
共
」
に
か
か
っ

て
い
る
お
金
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。�

�

『
あ
そ
び
ゴ
コ
ロ
』　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
で
楽
し
く
学
ぶ�

�

　
財
政
の
話
は
と
も
す
る
と
批
判
に
終
始
し

て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
市
民
と
行
政
の
関
係

悪
化
を
招
き
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
少
し
心
に
余
裕
を
持
っ
て
楽
し

く
学
ぼ
う
と
、
ア
ー
ト
展
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
か
ら

「
高
い
」
と
感
じ
る
市
内
の
公
共
施
設
に
対�

　
　
か
つ�

し
『
喝
』
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
、
楽
し

み
な
が
ら
市
の
予
算
の
使
い
方
を
検
証
し
ま

し
た
。�

�
市
民
レ
ベ
ル
で
議
論
を
！�

�

　
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
賛
否
両
論
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
ご
意
見
を
も
と
に
次
回
は
、
「
公

の
あ
り
方
」
と
「
私
た
ち
市
民
に
で
き
る
こ

と
」
に
つ
い
て
建
設
的
な
議
論
を
交
わ
す
場

を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
も
ち
ろ
ん
、
『
あ
そ
び
ゴ
コ
ロ
』
を
交
え

な
が
ら
。�

�

　
（社）
新
城
青
年
会
議
所
　
1
２２
│

３
６
１
４�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
か
ず�

　「
市
民
の
力
向
上
委
員
会
」
　田
村
　
太
一�

�

※
「
新
城
青
年
会
議
所
」
は
、
こ
の
地
域
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
は
何
か
を
常
に
問
い
続
け
、

明
る
い
豊
か
な
社
会
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
率

先
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
の
団

体
で
す
。�

開催場所　新城文化会館�
来場者数　１２２人�

こ
の
物
語
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
�

ン
で
す
。
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
�

詳
細
は
秘
書
広
報
課
　
1
２３
│

7
6
2
3
　
ま
で
�

　
　
　
そ
こ
で
ま
ず
、
一
人
暮
ら
し
�

　
　
を
す
る
の
に
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
�

か
か
る
の
か
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
�

家
賃
や
授
業
料
は
必
要
だ
し
、
食
費
�

や
交
通
費
も
取
っ
て
お
か
な
い
と
。
�

そ
れ
に
、
観
光
も
し
た
い
し
、
病
気
�

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
…
。
�

結
構
お
金
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
�

　
　
　
♪
ど
う
す
る
…
…
あ
っ
　
出
�

　
　
て
く
お
金
と
入
っ
て
く
る
お
金
�

を
比
べ
た
ら
お
金
が
足
ら
な
く
な
る
�

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
�

ん
〜
困
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
。
や
り
�

た
い
こ
と
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
�

何
か
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
�

ん
。
�

　
　
　
一
方
入
っ
て
く
る
お
金
も
計
�

　
　
算
し
て
み
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
�

て
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
�

そ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
「
自
立
」
で
�

き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
�

親
か
ら
仕
送
り
を
し
て
も
ら
わ
な
け
�

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
も
�

い
つ
ま
で
も
と
い
う
わ
け
に
は
…
。
�

5

4

3

さて、市は今年度、何にお金を使うことにしたのでしょうか�

　
　
　
し
ん
し
ろ
君
は
、
こ
の
春
、
�

　
　
見
事
地
方
自
治
大
学
行
政
学
科
�

に
合
格
し
、
晴
れ
て
大
学
１
年
生
に
�

な
り
ま
し
た
。
�

「
さ
あ
、
夢
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
�

の
始
ま
り
だ
」
�

1

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
浮
か
れ
て
�

　
　
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
親
�

元
か
ら
離
れ
、
「
自
立
」
し
て
い
か
�

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

「
よ
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
こ
�

と
は
自
分
で
や
る
ぞ
」
と
精
神
的
に
�

は
自
立
し
て
い
る
も
の
の
、
経
済
的
�

な
面
で
は
少
し
不
安
が
残
り
ま
す
。
�

2

「わたしの写真に写るポーズ�
　決まってるでしょ？」�

父・大川里武さん�
母・　　美芳さん（鳳来・乗本）�

平成13年4月11日生まれ�

唯ちゃん�

ゆい�

「わたし・ぼくたちは、いつも牛舎で�
　子牛のミツちゃんと遊んでいるよ！！」�

父・垣内寿一さん�
母・　　佳実さん（作手・守義）�

平成12年5月30日�
生まれ�（左）�麻希ちゃん�

ま� き�

平成14年12月16日�
生まれ�（中央）�与枝ちゃん�

とも� え�

平成14年1月28日�
生まれ�（右）�秀紀くん�

ひで�のり�

「いつもニコニコ笑顔いっぱい�
　遊ぶことが大好きだよ！」�

父・岩本晋悟さん�
母・　　香代さん（新城・野田）�

平成16年2月24日生まれ�

愛澄ちゃん�

あ� ずみ�



�����　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
37
‐
2
8
3
9
�

������������������

��が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
�

肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
検
査
）
�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
肺
が
ん
に
か
か
る
方
が
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
検
査
は
自
宅

で
3
日
間
、
た
ん
を
採
り
提
出

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

受
付
期
間
�

　
7
月
3
日
（月）
〜
21
日
（金）
�

　
400
円
�

※
容
器
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
�

　
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
今
月
は
休
日
に
実
施
し
ま
す
。
�

平
日
に
受
診
で
き
な
い
方
は
こ

の
機
会
を
お
勧
め
し
ま
す
。
�

　
7
月
17
日
（祝）
　
�

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

　
腺
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
�

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300

　
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円
・
子

　
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1
，0

　
0
0
円
�

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、胃
が
ん

　
と
セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
ま
す
。
�

�胃
・
大
腸
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
7
月
22
日
（土）
　
　
　
　
　
�

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
�

�前
立
腺
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
7
月
22
日
（土）
　
　
　
　
　
　

　
前
立
腺
が
ん
400
円
�

���　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

2
歳
児
教
室（
パ
ン
ダ
教
室
）
�

（
要
申
込
）�

　
平
成
16
年
4
月
か
ら
6
月
生

　
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
親
�

　
7
月
20
日
（木）
・
27
日
（木）
�

　
（
2
日
で
１
コ
ー
ス
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
�

　
講
話
、
親
子
遊
び
、
手
作
り

　
お
や
つ
、
歯
み
が
き
指
導
�

�マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）�

　
７
月
11
日
（火）
・
18
日
（火）
・
　

　
25
日
（火）
（
3
日
で
1
コ
ー
ス
）
�

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
�

　
妊
婦
と
そ
の
夫
�

　
母
子
健
康
手
帳
、
室
内
シ
ュ

　
ー
ズ
�

�機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）�

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方
�

　
7
月
27
日
（木）
�

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

　
リ
ハ
ビ
リ
体
操
・
訓
練
・
彫
刻
・

　
血
圧
測
定
・
健
康
相
談
な
ど
�

���運
動
講
習
会（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

※
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
参
加
の
方
は
、
直
接
会
場
に

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
�

　
7
月
19
日
（水）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
健
康
運
動
指
導
士
�

　
　
　
　
　
篠
宮
千
栄
子
先
生
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内

　
シ
ュ
ー
ズ
、
水
分
補
給
の
で

　
き
る
物
な
ど
�

�食
中
毒
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
�

　
食
中
毒
は
、
例
年
気
温
の
上

昇
が
著
し
い
夏
の
時
期
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
�

食
中
毒
の
予
防
3
原
則
�

①
菌
を
つ
け
な
い
（
清
潔
に
）
�

②
菌
を
増
や
さ
な
い
（
早
目
に

　
食
べ
る
）
�

③
殺
菌
す
る
（
加
熱
・
消
毒
）
�

　
覚
え
て
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
�

�8
0
2
0
の
募
集
�

　
愛
知
県
歯
科
医
師
会
で
は
80

歳
で
ご
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。
�

　
昭
和
2
年
3
月
31
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
方
（
平
成
19
年
3

　
月
31
日
時
点
で
80
歳
に
な
っ

　
て
い
る
方
）
で
、
ご
自
分
の

　
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
�

（
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
除

　
き
ま
す
）
�

　
6
月
30
日
（金）
�

　
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
、

　
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

市内の交通事故状況�
区�

件�

死傷者（人）�

死　者� 負傷者� 計�

人身�
事故�
件数�

物損�
事故�
件数�

17年� 32�

29�

－3

0�

0�

0

37�

39�

2

37�

39�

2

97�

109�

12

116�

124�

8

0�

3�

3

156�

158�

2

156�

161�

5

514�

523�

9

18年�

増減�

17年�

18年�

増減�

分�

5月中�

累計�
5月末�
現在�

●�￥�●�時�●�￥� ●�内�●�時�

●�￥�●�時�●�￥�●�時� ●�対�●�内�●�時�●�時�

●�内�

●�対�●�〆�●�応�

●�対�●�対� ●�持�

●�時�●�講�●�所�●�持�

6
月
号
で
掲
載
し
た
医
療
機

関
で
行
う
が
ん
検
診
の
対
象

者
は
20
歳
以
上
で
し
た
。
�

訂
正
し
ま
す
�
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5月届出分� 5月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。�
届出人の承諾を得て掲載させていただいています。�

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区
�
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救
急
医
療
は
、
多
く
の
人
の
善
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
�

く
す
り
安
心
電
話
�

　
愛
知
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が

365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の

医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
最

寄
の
医
療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
�

☎
２２-

1
1
3
3

休
　
日
　
診
　
療
　
所
�

医
科
・
歯
科
と
も
開
設
し
て
い
ま
す
�

診
療
時
間
�

開

設

日

�

開
設
場
所
�

医
科（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
）
�

歯
科（
午
前
9
時
〜
正
午
）
�

7
月
　
2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
16
日（
日
）�

17
日（
祝
）・
23
日（
日
）・
30
日（
日
）�

新
城
市
矢
部
字
上
ノ
川
1
番
地
8

新
城
休
日
診
療
所
�
☎
２３-

3
6
6
5

　
診
療
は
医
科
・
歯
科
と
も
に
外
来
の
み
で

す
。
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
『
健
康
保

険
証
』
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
�

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る
緊
急
の

相
談
・
質
問
な
ど
�

新
城
薬
剤
師
会
�

問
い
合
わ
せ
�

開
設
時
間
�
午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時
�

☎
0
9
0-

5
0
0
7-

1
2
0
0

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｑｑ
．ｐｒｅｆ

．ａｉｃｈｉ．ｊｐ
/

原

築

夏
目
つ
く
し

小
笠
原
吏
生

太
田
　
愛
唯

森
　
　
菜
々

岡
田
　
愛
莉

竹
尾
　
颯
真

山
田
あ
ん
り

中
紙
　
陸
斗

林
　
　
琉
生

白
井
　
寛
菜

平
山
　
結
菜

金
田
　
莉
奈

請
井
　
芽
生

松
山
　
紘
也

夏
目
　
真
帆

太
田
　
歩
花

林
　
　
健
介

浦
田
　
刹
那

竹
下
愛
輝
斗

中
西
　
　
琳

�������������������あ
�

�
り
�

め
�

な
�

あ
い
�

そ
う
��

り
く
�

る
�

か
ん
�

ゆ
�

り
�

め
�

こ
う
�

ま
�

あ
ゆ
�

け
ん
�

せ
つ
�

き
�

�
き
ず
く
�

�
お
�

い
�

な
�

り
�

ま
��

と
�

い
�

な
�

な
�

な
�

い
�

や
�

ほ
�

か
�

す
け
�

な
�

と
�

り
ん
�

真
慈

則
之

聡美
紀

太
介

尚
久

雄
介

章
弘

英
俊

政
則

宏
典

和
重

豊寛
之

修
也

和
寛

幸
宏

勝
博

美
智
雄

欽
也

良
奈

平
井

内
金
上

門
谷

東
新
町

富
岡
東
部

門
谷

平
井

大
野
田

豊
島

本
郷

平
井

石
田

富
沢

八
束
穂

松
沢

大
野
田

田
代

海
老
副
川

長
篠
西

川
田

一
鍬
田

男女男女女女男女男男女女女女男女女男男男女

相 談 名 な ど � と　　　　　　き� と こ ろ � 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ �

※�

新城設楽児童相談センタ ☎23-7366児 童 相 談 �毎週月～金曜日　（要予約）� 新城設楽児童相談センター�

7月の各種相談� ※印は前々日までにご予約ください�

健 康 課 �☎23-8551一 般 健 康 相 談 �7/3（月）　午前9時～11時　（要予約）� 新城保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811こ こ ろ の 相 談 �7/3（月）　午前9時～11時　（要予約）� 鳳来保健センター�

指 導 室 �☎23-7652教 育 相 談 �毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）� 市民体育館教育相談室�

司 法 書 士 会 �☎22-4076
7/13（木）　午前10時～午後3時　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

登 記 法 律 相 談 �
7/28（金）　午前10時～午後3時　（要予約）� 作手開発センター�

法 律 相 談 �

社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553心 配 ご と 相 談 �7/5（水）、19（水）　午後1時～4時� 鳳来開発センター�

社会福祉協議会�☎23-56187/7（金）、21（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会作手センター�☎38-14817/10（月）　午後1時～4時� 作手開発センター�

フリーダイヤル�☎0120-874-412女性悩みごと電話相談�7/11（火）、25（火）　午前10時～午後2時� 行 政 課 �

社会福祉協議会�☎23-5618身体障害者福祉相談�7/14（金）、28（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

商 工 観 光 課 �☎23-7634消 費 生 活 相 談 �7/18（火）　午後1～4時� 勤労青少年ホーム�

市 民 課 �☎23-7628人 権 行 政 相 談 �7/11（火）　午後1～4時� 東庁舎会議室�

年 金 相 談 �

7/1（土）、15（土）　午前9時～正午　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

保 険 医 療 課 �☎23-76257/25（火）午前10～午後3時※年金の代理請求は委任状が必要� 市民体育館第１会議室�

都 市 計 画 課 �☎23-7640

鳳来総合支所建設課�☎32-1997

作手総合支所建設課�☎37-2211

7/8（土）　午前9時～正午　（要予約）� 鳳来総合支所２階第２会議室�無 料 住 宅 耐 震 相 談 �

7/22（土）　午前9時～正午　（要予約）� 作手総合支所�

新城まちなみ情報センター�☎24-0001パソコン悩みごと相談�毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）� 新城まちなみ情報センター�

鳳来保健センター�☎32-2811健 康 相 談 �毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811す こ や か 相 談 �7/26（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811能登瀬いきいき広場�7/27（木）　午前10時　（健康手帳持参）� 東部高齢者生きがいセンター�

社会福祉協議会�☎23-56187/12（水）、26（水） 午後1時～4時　（要予約）� しんしろ福祉会館相談室�
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愛
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城
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�
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平
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�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
に
あ
る
26
の
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る
活
動
・

行
事
な
ど
を
、
毎
回
2
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
月
は
、
東
郷
西
小
学
校
と
新
城
中
学
校
で
す
。
�

No.6No.6

東
郷
西
小
学
校�
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開
校
100
周
年
を
迎
え
る
！
�

共に汗して�

記
念
式
典
　
平
成
18
年
11
月
25
日
㈯
�

　
本
校
は
、
明
治
39
年
の
東
郷
第
一

尋
常
小
学
校
の
創
立
か
ら
数
え
、
今

年
で
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
昨
年
か
ら
「
開
校
百
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
式
典

当
日
に
向
け
て
、
日
程
や
内
容
、
し

お
り
、
記
念
品
、
学
校
新
聞
、「
写
真

で
綴
る
西
小
100
年
の
歩
み
」
な
ど
、

事
業
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
郷
財
産
区

か
ら
、
多
額
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
楽
器
、

和
太
鼓
、
照
明
器
具
、

テ
ン
ト
な
ど
、
数
々
の

備
品
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
式

典
に
併
せ
て
開
催
す
る
�

「
学
習
発
表
会
」
で
、

こ
れ
ら
の
楽
器
を
使
っ

て
演
奏
し
た
り
、
西
小

の
100
年
を
振
り
返
る
活

動
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
�

　
当
日
は
、
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
学

区
の
方
々
や
多
く
の
同

窓
生
の
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
母
校
の
100
歳
を

祝
い
、
往
時
を
追
懐
し

な
が
ら
西
小
の
過
去
、

現
在
、
未
来
に
つ
い
て
、

共
に
語
り
合
う
機
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

新城中学校�

　60周年記念イベントの第1弾として、5月1日（月）に航
空写真と全校生徒の写真を撮影しました。航空写真の
人文字には、予想以上に多くの地域の方にも参加して
いただき、新城中の校章を見事に表現することができ
ました。�

　桜淵クリーン作戦・夏の映画会・

親子整備作業・文化祭・30キロメ

ートル遠足・新中バザールなど、

ＰＴＡや地域の方を巻き込んだ学

校行事に「共に汗して」取り組ん

でいます。平成18年度は、創立60

周年にあたり、伝統ある行事をさ

らにパワーアップしようと、生徒

たちは意気込んでいます。�

151

151

151

●�

東郷西�
小学校�

新城東高校�

JR飯田線�

平井�

至
豊
川
�

至
鳳
来
�

151

文化会館�

至
豊
川
�

至
鳳
来
�

新城高校�新城�
市役所�新城小学校�

JR飯田線�新城駅� 東新町駅�

新城�
中学校�

●�




